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ＮＤ８０８０用ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）取扱説明書 

 

Ⅰ 準備 

 

１． はじめに 

 

ＮＤ８０８０用ＺＢ３ＤＯＳはＮＤ８０８０に付属のＮ８ＺＢ３．ＥＸＥを機能拡張してＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの機能やその他の機

能を付加したものです。 

ファイル名はＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥです。 

Ｎ８ＺＢ３．ＥＸＥを機能拡張したものですから、Ｎ８ＺＢ３．ＥＸＥに含まれていた機能はそのまま使えます。 

また操作方法等もＮ８ＺＢ３．ＥＸＥと同じです。 

この説明書では重複を避けるために、もともとＮ８ＺＢ３．ＥＸＥに含まれている機能については説明を省いてあります。 

それらの機能については、ＮＤ８０８０に付属の各説明書を参照してください。 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥはＮＤ８０８０に３２ＫＢのＲＡＭを増設して、６４ＫＢＲＡＭ＋システムＲＯＭの構成で使うことを前

提としています。 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥで追加された拡張機能を使うためには、ＮＤ８０８０のＩＣ１６（オプション）にＩＣソケットを実装して

そこに６２２５６ＲＡＭを実装してＲＡＭ６４Ｋ＋ＲＯＭ３２Ｋの構成にする必要があります。 

 

２． ＣＤＲＯＭの内容 

 

附属ＣＤＲＯＭには、下記の各フォルダがあります。 

 

ＣＰＰ 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ説明書ＰＤＦ 

ＡＳＭ８０ 

 

２．１ ＣＰＰフォルダ 

 

「ＣＰＰ」フォルダにはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥのソースプログラムＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＣＰＰが入っています。 

またＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＣＰＰをＢｏｒｌａｎｄ Ｃ＋＋コンパイラＶｅｒｓｉｏｎ５．５でコンパイルして生成された各ファイルも入って

います。 

コンパイル後に作られたＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ｅｘｅは「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダにもコピーしてあります。 

なお、ＣＰＰフォルダのＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＣＰＰ、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥはファイル名にバージョンを示す英数字が付加され

ています。 

２０１６年５月現在はＮ８ＺＢ３ＤＯＳ１Ｅ．ＣＰＰ、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ１Ｅ．ＥＸＥです。 

 

２．２ Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダ 

 

「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダには、ＮＤ８０８０をＵＳＢコネクタでＷｉｎｄｏｗｓパソコンと接続して、すぐにＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸ

Ｅを実行することができる全てのプログラムやデータファイルが含まれています。 

またＣＰ／Ｍ互換機能のトレーニングや理解を助けるために、ホームページ上で公開したサンプルプログラム（．ｂｉｎ）

も入っています。 

「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダをそのままハードディスクにコピーして、コマンドプロンプトの作業フォルダをコピー後の「Ｎ８

ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダにすれば、この説明書にある作業は全て、そのコマンドプロンプト上で行うことができます。 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダにはユーザーの便を考えてＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥを最初に実行したときに生成されるＺフォルダ

およびＡ．ＶＦＤ～Ｄ．ＶＦＤファイルも作成してあります。 

ＺフォルダにはＢＤＯＳファンクションコールのテストプログラムが拡張子 ．ＣＯＭのファイル形式で入れてあります。 

 

 

２．３ Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ説明書ＰＤＦフォルダ 

 

この説明書のＰＤＦファイルがあります。 

Ａｄｏｂｅ Ａｃｒｏｂａｔ ＲｅａｄｅｒなどのＰＤＦ閲覧ソフトウェアで閲覧したり印刷することができます。 

 

２．４ ＡＳＭ８０フォルダ 
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 Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳのＣＰ／Ｍ互換プログラム部分（Ｎ８ＢＩＯＳ．ＢＩＮ、ＭＢＤＯＳ．ＢＩＮ、ＭＣＣＰ．ＢＩＮ）のソースプログラムや

ホームページ上で説明をしたＢＤＯＳファンクションコールのテストプログラムのソースリストなどが入っています。 

 またそれらのソースプログラムを８０８０アセンブラＺＡＳＭ．ＣＯＭでアセンブルして生成された各ファイルも入っていま

す。 

 そのファイルのうち、ＢＤＯＳファンクションコールのテストプログラムのバイナリファイルは拡張子を ．ＣＯＭに変えて

￥Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ￥Ｚフォルダにコピーしてあります。 

 なおＮ８ＢＩＯＳ．ＢＩＮ、ＭＢＤＯＳ．ＢＩＮ、ＭＣＣＰ．ＢＩＮの３つのプログラムはＢＩＮレベルで合わせてＮ８ＣＰＭ．ＢＩＮとい

うファイルにしてあります。 

 

３． Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥが動作するＷｉｎｄｏｗｓＯＳについて 

 

ＵＳＢ接続が必要なため、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、９８ＳＥ、９８Ｍｅ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、Ｗｉｎｄｏｗｓ７には接続し

て実行できますがＷｉｎｄｏｗｓＮＴには接続できません。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７はＨｏｍｅ Ｐｒｅｍｉｕｍ３２ビット版と６４ビット版で動作確認をしました。ＷｉｎｄｏｗｓＸＰはＨｏｍｅ Ｅｄｉｔｉｏｎ

（３２ビット）での確認です。ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの６４ビット版は確認していません。 

Ｖｉｓｔａは未確認ですが、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰとＷｉｎｄｏｗｓ７で動作することは確認できていますから、おそらく問題はないと

思います。 

 

４． ＣＤＲＯＭのコピー 

 

 ＮＤ８０８０の付属ＣＤＲＯＭから、ＮＤ８０８０フォルダをＣドライブにコピーしたのと同じ要領で、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ付属ＣＤＲ

ＯＭからＮ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダをＣドライブにコピーします。 

以下ＯＳごとに説明します。 

 

 付属ＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライブ（ＤＶＤドライブ）にセットします。ドライブ番号はパソコンのハードウェア構成によって

異なりますが、以下の説明ではＤ：にＣＤＲＯＭ（ＤＶＤ）ドライブが割り当てられているものとします。 

 またローカルディスクがＣドライブとして説明をします。 

 

４．１ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

 

「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法

でコピーしてください。 

 

操作例： 「スタート」→「コンピュータ」→「ＤＶＤドライブ（Ｄ：）」の順にダブルクリックして開き「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダを

右クリックしてメニューを開き、「コピー」をクリックします。次に「ローカルディスク（Ｃ：）」を右クリックしてメニューを開き、

「貼り付け」をクリックします。 

 「ローカルディスク（Ｃ：）」に「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。 

 「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」

を右クリックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」に書き

換えてください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行され

ません）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 

画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 
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このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

４．２ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 

 

「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法

でコピーしてください。 

 

操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダを右クリックしてメニ

ューを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開き「ローカルディスク」（Ｃ：）を右クリ

ックしてメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 

 「ローカルディスク」（Ｃ：）に「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。 

 「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」

を右クリックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」に書き

換えてください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行され

ません）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 

画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 

このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

 

４．３ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 

 

 「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法

でコピーしてください。 

 

操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダを右クリックしてメニ

ューを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開きローカルディスク（Ｃ：）を右クリッ
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クして   

メニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 

ローカルディスク（Ｃ：）に「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。 

 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」を右クリ

ックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」に書き

換えてください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行され

ません）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 

画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 

このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

４．４ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、Ｍｅの場合 

 

「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダをＣドライブ（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコピ

ーしてください。 

 

操作例：「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き、「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダを右クリックしてメニ

ューを開き、「コピー」をクリックします。次にマイコンピュータをダブルクリックして開きＣドライブを右クリックしてメニュー

を開き、「貼り付け」をクリックします。 

 Ｃドライブに「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にＤＯＳプロンプトをすぐに使えるようにします。 

 「スタート」→「プログラム」→「ＭＳＤＯＳプロンプト」の順にマウスで選択し、「ＭＳＤＯＳプロンプト」を右クリックします。

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のマイコンピュータなどのショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地

の部分にマウスを持っていって、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

デスクトップに「ＭＳＤＯＳプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたアイコンをマウスで右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「ＭＳＤＯＳプロンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業ディレクトリ」を書き換えます。初期状態

では「Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ」になっているはずです。ここを「Ｃ：￥Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」に書き換えてください（かならず半角で入

れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されません）。書き換えたら「ＯＫ」をク

リックします。 
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 最後にＭＳＤＯＳプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。 

さきほどと同じようにＭＳＤＯＳプロンプトアイコンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名

前（ＭＳＤＯＳプロンプト）が白抜き文字で表示されるので、てきとうな名前に変更します。「Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ」でよいでしょう

（ここは全角でも漢字でも構いません）。  

 

５． ＵＳＢケーブルを使ってＮＤ８０８０とＤＯＳ／Ｖパソコンを接続する 

 

ＵＳＢケーブルを使って、ＮＤ８０８０基板のＵＳＢコネクタと、ＤＯＳ／ＶパソコンのＵＳＢコネクタを接続し、ＮＤ８０８０の

電源を入れます。 

ＵＳＢ接続の方法および基本的な操作方法については、ＮＤ８０８０付属の「ＵＳＢ接続操作説明書」を参照してくださ

い。 

 

６． Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥの起動 

                                       

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥはＮ８ＺＢ３．ＥＸＥを機能拡張したものですから、Ｎ８ＺＢ３．ＥＸＥに含まれている機能（リモート機

能など）も同じように使えます。 

しかしこの説明書はＮ８ＺＢ３ＤＯＳで拡張された機能を中心にして説明するものですから、Ｎ８ＺＢ３．ＥＸＥに含まれて

いる機能については、特に必要な場合以外はあらためて説明はしません。 

それらについてはＮＤ８０８０の付属説明書を参照してください。 

 

６．１ コマンドプロンプト（ＭＳＤＯＳプロンプト）を開く 

 

 「ＵＳＢ接続説明書」の説明にしたがってデスクトップに作成したコマンドプロンプト（Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ）アイコンをクリックし

て、コマンドプロンプトを開始します。 

 コマンドプロンプト画面に、 

 Ｃ：￥Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ＞ 

と表示されていることを確認してください。 

  

６．２ ［ＮｕｍＲｏｃｋ］の確認 

 

 パソコンのフルキーボードの右側部分にある数字キーを有効にするために、ＮｕｍＬｏｃｋランプがついていることを確認

してください。 

 ＮｕｍＬｏｃｋが有効になっていると、キーボード右側の数字キーからも数字の入力ができます。 

 もし数字の入力ができない状態でしたら、［ＮｕｍＬｏｃｋ］キーを押してください。 

 ＮｕｍＬｏｃｋランプが点灯し、キーボード右側の数字キーからも入力ができるようになります。 

 

６．３ キー入力モードの確認 

 

 パソコンのキーボードの入力モードが「直接入力」または「半角英数」になっていることを確認してください（「直接入力」

を推奨）。 

 キーボード右上のＣａｐｓＬｏｃｋ表示が消灯していることを確認してください。 

 もしＣａｐｓＬｏｃｋが点灯していたら、［Ｓｈｉｆｔ］キーを押しながら［Ｃａｐｓ Ｌｏｃｋ］キーを押して、ＣａｐｓＬｏｃｋ表示を消灯さ

せてください。 

 

６．４ ＮＤ８０８０とパソコンをＵＳＢケーブルで接続します 

 

 接続については「ＵＳＢ接続説明書」を参照してください。 

 

６．５ ＮＤ８０８０の電源を入れる 

 

ＮＤ８０８０をＮＤ８０Ｚモニタモードで立ち上げます（電源を入れます）。 

 

［注意１］Ｗｉｎｄｏｗｓパソコンが起動するよりも前にＮＤ８０８０の電源が入っているとＵＳＢ接続が確立できないことがあり

ます。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓの起動が完了したあとでＮＤ８０８０の電源を入れるようにしてください。 

［注意２］ＴＫ８０モニタモードではリモート機能を使うことはできません。 

ＮＤ８０８０のディップスイッチが下図の通りになっていることを確認してください。 

ディップスイッチを切り換えたあとはＮＤ８０８０をリセットしてください。 
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６．６ ＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）でＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ｅｘｅを実行する 

 

コマンドプロンプト画面で、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ［Ｅｎｔｅｒ］と入力すると、下記のように表示されます。 

 

C:\Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ>Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ[Enter] 

*** ＮＤ８０８０ remote keyin *** 

logfile nd8080log\mmddhhmm.txt open 

 

 ＮＤ８０８０に接続しました 

 

このとき、 

 

ＮＤ８０Ｚ３が接続されていないか電源が入っていません 

 

と表示されたら、ＵＳＢ接続がうまく行われていません。 

ＮＤ８０８０のリセットキーを押してから、もう一度、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ｅｘｅを実行してみてください。 

 

６．７ ＮＤ８０８０のリモート機能をＯＮにします ［＊（Ｉ／Ｏ）］［８ ＶＦ］ 

 

 ＮＤ８０８０で、［＊（Ｉ／Ｏ）］キーに続けて［８ ＶＦ］キーを押します。 

 すると、コマンドプロンプト画面に下のように表示されます。 

 

ＮＤ８０８０に接続しました 

0001 0000 - 

 

［注記］上の表示はＮＤ８０８０をリセットまたは電源ＯＮ直後の状態から、リモート機能をＯＮにしたときの表示です。 

リモートＯＮにする前のＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤに表示されていた、アドレス表示部の値＋１が、７セグメントＬＥＤ

と、コマンドプロンプト画面の両方に表示されます。 

 

７． ＺＢ３ＢＡＳＩＣの起動 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳのＣＰ／Ｍ互換機能はＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動したあとで／ＣＰＭコマンドを入力することで使うことができる

ようになります。 

そのため、まずはＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動して、それからＣＰ／Ｍ互換モードにエントリし、ＣＰ／Ｍ互換モードを終了したと

きも、ＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻るようにします。 

 

 リモート接続プログラムからＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動するには、［ｚ］キーを入力します。 

 

logfile nd8080log\05021137.txt open 

 

ＮＤ８０８０に接続しました 

0001 0000 - ｚ     ［ｚ］キーを入力します 

 

すると画面がクリアされて、下の表示になります。 

 

*** nd80８０ zb3basic **** 

> 

 

これ以後は、ＢＡＳＩＣのコマンドとマシン語モニタコマンドが入力できます。 
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８．１ ログファイルについて 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥの実行を開始すると、実行中のキー操作や画面表示を記録するためのログファイルがＯＰＥＮさ

れます。 

ログファイルはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥの実行が開始されたときの月日時分を８桁の数値で表現したファイル名で拡張子

はＴＸＴです。 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥがあるフォルダＮ８ＺＢ３ＤＯＳに新しいフォルダＮＤ８０８０ＬＯＧが作られてそこに保存されます。 

ＴＸＴファイルですから、ＮＯＴＥＰＡＤ（メモ帳）などで開くことができます。 

ログファイルはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥが正しく終了したときに、保存されます。 

 

８．２ ログファイルのクローズ 

 

ログファイルはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥを正しく終了したときにクローズされますが、Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥを実行中に、そ

れまでのログファイルを参照したい場合があります。 

画面に今まで表示されたものをもう一度確認するために「ページモード」を利用することができます。 

「ページモード」については「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書」を参照してください。 

もうひとつの方法がログファイルクローズコマンド／ＣＬＯＳＥを使って、それまでのログファイルをクローズする方法で

す。 

 

／ＣＬＯＳＥ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力すると、それまでのログファイルがクローズされて、その時点から新しいログファイルがオープンされます。 

 

［注記］ある程度の内容がログファイルに入っていない状態（数画面分以下）で／ＣＬＯＳＥを実行すると、空のログファイ

ルが作成されることがあります。 

 

９ Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳの終了 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥを正しく終了するには［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら［Ｅ］キーを押します。 

または終了コマンド／ＥＸＩＴを使って 

 

／ＥＸＩＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力します。 

強制終了のために使われる［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］で終了すると、ログファイルは破棄されるか一部しか保存されません。 

 

１０ Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳの強制終了 

 

何らかの理由でプログラムが応答しなくなり、［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］も利かなくなったようなときは、先にＮＤ８０８０をリセットし

てください。 

そのあと［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力するとエラーブレークします。 

［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］で終了すると、ログファイルは破棄されるか一部しか保存されません。 
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Ⅱ Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳで拡張された機能、コマンド 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳはＮ８ＺＢ３．ＥＸＥにＣＰ／Ｍ互換機能を付加したものですが、ＣＰ／Ｍ互換機能のほかにも拡張された

機能があります。 

ここではそれらについて説明をします。 

［注記］以下のコマンドは見易さを考えて英大文字で表記していますが、小文字の入力でも実行できます。 

 

１． ＬＬＩＳＴ 

 

ＬＩＳＴコマンドで画面に表示されるＢＡＳＩＣのプログラムリストと同じものが、ＮＤ８０８０のＩ／Ｏ入出力コネクタに接続し

たプリンタに出力されます。 

ファンクション０５は最近のＷｉｎｄｏｗｓプリンタでは働きません。 

セントロニクスインターフェイスプリンタが必要です。 

詳しくは下記のホームページ記事を参照してください。 

［注記］以下の説明文中で「第ｘｘ回」という表示で紹介しているのは、当社ホームページの「ワンボードマイコンでＣＰ／

Ｍを！」の［第ｘｘ回］です。 

 

［参考記事］第２４２回～第２５６回 

 

２． ＬＰＲＩＮＴ 

 

ＢＡＳＩＣプログラムのＰＲＩＮＴ命令で画面に表示する代わりに、ＮＤ８０８０のＩ／Ｏ入出力コネクタに接続したプリンタに

出力します。 

ファンクション０５は最近のＷｉｎｄｏｗｓプリンタでは働きません。 

セントロニクスインターフェイスプリンタが必要です。 

詳しくは下記のホームページ記事を参照してください。 

 

［参考記事］第２４２回～第２５６回 

 

３． ＤＭ＠ 

 

 ＤＭコマンドはＺＢ３ＢＡＳＩＣにある機能ですが、その機能を拡張しました。 

 ＺＢ３ＢＡＳＩＣのもとではアドレス００００～７ＦＦＦはＮＤ８０８０モニタＲＯＭが選択されていて、そのアドレスに増設された

ＲＡＭには通常はアクセスすることはできません。 

 ＤＭ＠コマンドを使うと、裏に置かれているＲＡＭの内容を表示させることができます。 

 

 ＤＭ＠００００，００ＦＦ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

 のように入力します。 

  

ＲＡＭの内容が表示されたあとは、００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

ＤＭ＠コマンドの用法はＤＭコマンドと同じです。 

「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

 

４． ＣＭ＠ 

 

 ＤＭ＠コマンドと同様の機能です。 

 ＣＭ＠コマンドを使うと、裏に置かれているＲＡＭの内容を書き換えることができます。 

 

 ＣＭ＠１０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

  

のように入力します。 

  

ＣＭ＠コマンドを終了したあとは、００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

ＣＭ＠コマンドの用法はＣＭコマンドと同じです。 

「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

 

５． ＢＰ＠ 
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 ＤＭ＠コマンドやＣＭ＠コマンドと同様の機能です。 

 このコマンドはＺＢ３ＢＡＳＩＣのモードでは普通は使うことはありませんが、ＣＰ／Ｍ互換モードでのマシン語のデバッグ

には必須の機能です。 

 通常はモニタＲＯＭが選択されている００００～７ＦＦＦの範囲の増設ＲＡＭ上に書かれたマシン語プログラムにブレーク

ポイントを設定します。 

 

ＢＰ＠０１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のように入力します（この例では増設ＲＡＭのアドレス０１００にブレークポイントが設定されます）。 

 

ＢＰ＠の使い方については［第３９２回］を参考にしてください。 

ＢＰ＠の機能については増設ＲＡＭ上にブレークポイントが設定されることを除いては、ＢＰコマンドと同じです。 

ＢＰコマンドについては 「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

ＢＰ＠コマンドを終了したあとは、００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

 

６． ＲＴ＠ 

 

 ＢＰ＠コマンドと対で使います。 

 このコマンドはＺＢ３ＢＡＳＩＣのモードでは普通は使うことはありませんが、ＣＰ／Ｍ互換モードでのマシン語のデバッグ

には必須の機能です。 

 ＢＰ＠の設定によってブレークしても、その後はアドレス００００～７ＦＦＦはモニタＲＯＭが選択された状態になります。 

 増設ＲＡＭに設定したブレークポイントによってブレークしたポイントからプログラムの実行を再開するためには、増設

ＲＡＭが選択された状態に戻す必要があります。 

 ＲＴ＠コマンドを使うと、増設ＲＡＭを有効にしたうえでブレークポイントに戻ります。 

 

［注記］ＢＰコマンドによって、ＲＡＭアドレスの８０００～のポイントでブレークした場合でも、その後の実行では増設ＲＡＭ

が選択されていなければならない場合にはＲＴ＠コマンドでリターンしてください。 

 

ＲＴ＠［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力します。 

 

ＲＴ＠の使い方については［第３９２回］を参考にしてください。 

ＲＴ＠の機能については増設ＲＡＭを選択したうえでブレークポイントに戻ることを除いては、ＲＴコマンドと同じです。 

ＲＴコマンドについては 「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書１０章」を参照してください。 

 

７． ＢＰ＠０ 

 

ＢＰ ０ は、設定されているブレークポイントをクリアします。 

ＢＰ＠０ は、その機能を００００～７ＦＦＦのＲＡＭに対して行ないます。 

ＢＰの設定は指定したアドレスのマシン語コードをＦＦに置き換えます。 

ブレークが実行されると、ＦＦが置かれていたアドレスにはもとのマシン語コードが戻されます。 

しかし何らかの理由でブレークしなかった場合には、ＦＦに置き換えられたままになってしまいます。 

ＢＰ ０（およびＢＰ＠０）はそのように未処理のままになってしまったＦＦをもとのマシン語コードに戻します。 

ＢＰが設定されていることは、ＢＰ Ｄ で確認することができます。 

 

８． ＪＰ＠ 

 

ＪＰコマンドはマシン語プログラムに直接ジャンプするためのコマンドです。 

 

ＪＰ ８１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力すると８１００番地から始まるマシン語プログラムにジャンプします。 

従来の機能では 

 

ＪＰ １０３３［Ｅｎｔｅｒ］ 
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のように００００～７ＦＦＦの範囲を指定するとＲＯＭ内のプログラムにジャンプしますが、そのアドレスにＲＡＭを選択し

ていてもＲＡＭ内のアドレスにはジャンプできませんでした。 

そのような場合に、 

 

ＪＰ＠０１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のように＠をつけて入力すると、００００～７ＦＦＦのアドレスにＲＡＭを選択して、そこに書かれたのマシン語プログラム

にジャンプできます。 

 

［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのトランジェントプログラムにこの方法でジャンプするためには、さきに／ＣＰＭでＣＰ／Ｍ互換

ＤＯＳを実行し、さらに目的のトランジェントプログラムを仮想ＦＤＤからＲＡＭの０１００番地にロードしておく必要がありま

す。 

 コマンド入力待ちのときに、拡張子をつけないでファイル名（カレントディスク以外なら、ドライブ名：ファイル名）を入力

すると、指定したファイルが０１００番地にロードされたあと、実行されます（このようにできるのは拡張子がＣＯＭのファイ

ルだけです）。 

 その実行を終了後（または中止後）、ＺＢ３コマンドでＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻ったあとでなければ、そのプログラムにＪＰ＠０１

００でジャンプすることはできません。 

 

９． ／ＬＤ 

 

／ＬＤコマンドの機能を拡張しました。 

アドレス００００～７ＦＦＦの範囲を指定して／ＬＤを実行した場合には無条件で、増設ＲＡＭの指定アドレスにそのファ

イルの内容がロードされます。 

／ＬＤコマンドの実行後は００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

 

［注記］このコマンドと次に説明する／ＳＶコマンドに限り＠記号は使いません。指定アドレスが００００～７ＦＦＦの範囲に

あることを判別して、自動的に増設ＲＡＭが選択されます。 

 ロードした結果ロード最終アドレスが８０００よりも後ろになる場合でも正しく実行されます。 

 

１０． ／ＳＶ 

 

／ＳＶコマンドの機能を拡張しました。 

上で説明した／ＬＤ機能と同様の拡張機能です。 

指定したアドレス範囲の一部または全てがアドレス００００～７ＦＦＦにある場合には、無条件で、増設ＲＡＭが選択され

て、その範囲を含む指定アドレスのデータがセーブされます。 

／ＳＶコマンドの実行後は００００～７ＦＦＦはもと通りモニタＲＯＭが選択されます。 

 

［注記］このコマンドも上の／ＬＤコマンドと同様＠記号は使いません。指定アドレスの一部または全部が００００～７ＦＦＦ

の範囲であることを判別して、自動的に増設ＲＡＭが選択されます。 

指定アドレス範囲が８０００よりも後ろまでを含む場合でも正しく実行されます。 

 この機能拡張によって、アドレス００００～７ＦＦＦの範囲のＲＯＭの内容を直接セーブすることはできなくなりました。 

 

１１． ／ＢＡＴ 

 

バッチファイルを実行します。 

バッチファイルは通常のテキストファイルと同じ内容で、拡張子は自由です（．ＢＡＴにする必要はありません）。 

 

バッチ機能は、ＺＢ３ＢＡＳＩＣを実行しているときに入力するコマンドや命令を、キーボードから入力する代わりにあら

かじめ作成したテキストファイルから入力して実行させるものです。 

 バッチファイルはテキストエディタ（メモ帳）などを使って、普通にキーボードから入力する通りに記述します。 

 ただし、バッチモードでは小文字から大文字に変換する機能は働かないので、命令やコマンド、ファイル名は全て大文

字で記述します。 

 バッチ機能はバッチファイルの終わりに来るまで終了しません。 

 処理を打ち切るためには［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］でＺＢ３ＢＡＳＩＣを強制終了するしかありません。 

 バッチ機能はＺＢ３ＢＡＳＩＣのときに実行した後は、ＣＰ／Ｍモードでもそのまま実行されます。 

 ＣＰ／Ｍモードではコマンドやファイル名を小文字で記述することができます。 

 ／ＢＡＴの使い方については［第３９０回］を参考にしてください。 

 



 11

 

 

１１．１ バッチファイルの中で使える特殊記号 

 

 バッチファイルの中では以下の特殊記号が使えます。 

 

１） ’またはＲＥＭ （注釈行） 

 

 行の先頭に ’ または ＲＥＭ を書くとその行は実行されません。 

 

２） ｐ （コメントの表示） 

 

 行の先頭に小文字の ｐ と１字以上の空白を置くと、その行が（ｐを空白に置き換えて）画面に表示されます。 

 

３） ＄＄１～＄＄５ （文字変数） 

 

バッチファイル中に記述された＄＄１～＄＄５が、／ＢＡＴ実行時にファイル名とともに入力したパラメータに置き換え

て実行されます。 

パラメータは ，（カンマ）またはスペースで区切って入力します。 

 

１１．２ 制限事項 

 

バッチファイルの１行の長さは２５５字以内です。 

ただし＄＄１～＄＄５がパラメータによって置き換えられた結果２５５字を超えるとエラーになることに注意してくださ

い。 

 

またＺＢ３ＢＡＳＩＣでは、もともとプログラム行の入力は８０字以内、文字変数、文字定数は４０字以内であることに注

意してください。 

 

パラメータの個数は５個までです。 

＄＄１～＄＄５をバッチファイルの中で繰り返し使っても構いません。 

 

パラメータの長さは１２文字以内です。 

 

１１．３ データの入力 

 

バッチファイルの実行中は、キーボードから入力される代わりにバッチファイルに書かれた文字が順に読み込まれて

実行されます（バッチファイルの実行中はキーボードからの入力はできません）。 

 

１１．４ エラーメッセージ 

 

ｂａｔｃｈ ｌｉｎｅ ｉｓ ｔｏｏ ｌｏｎｇ １行の長さが２５５文字を越えている 

パラメータ数が制限を越えている パラメータが６個以上ある 

パラメータの文字数が制限を越えている パラメータの文字数が１２文字を越えている 

 

バッチファイルの実行時に発生したエラーは通常実行時と同じように表示されますが、バッチ処理はそのまま続けて実

行されます。 

 

１２． ／ＣＰＭ 

 

ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳモードにエントリします。 

 

／ＣＰＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力するとＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳシステムプログラム（Ｎ８ＢＩＯＳ、ＭＢＤＯＳ、ＭＣＣＰ）がアドレスＣＣ００からのＲＡＭエ

リアにロードされ、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳが起動します。 

 

１３． ／ＣＰＭ，Ｄ 
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 ／ＣＰＭコマンドはシステムプログラムをロードしてからＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを起動しますが、ユーザープログラムにブレ

ークポイントを設定してデバッグを行なうときなど、システムが再ロードされてはデバッグが行なえない場合が出てきま

す。 

 ／ＣＰＭコマンドの後ろに ，Ｄ をつけて入力すると、システムプログラムを再ロードしないでＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを起動

します。 

 この機能を使うためには一度は／ＣＰＭコマンドが実行されている必要があります。 

／ＣＰＭ，Ｄの使い方については［第３９２回］を参考にしてください。 

 

１４． ＺＢ３ＢＡＳＩＣ用ＳＴＡＲＴＲＥＫ 

 

ＭＢＡＳＩＣ用ＳＴＡＲＴＲＥＫプログラム（ＳＴＡＲＴＲＥＫ．ＢＡＳ）とは別に、ＺＢ３ＢＡＳＩＣで実行できるＳＴＡＲＴＲＥＫプログ

ラムが付属ＣＤＲＯＭに入れてあります。 

ＺＢ３用ＳＴＡＲＴＲＥＫ（ＳＴＡＲＴＲＥＫ．ＴＸＴ）はマシン語サブルーチン（ＭＳＴＲＴＲＫＳ．ＢＩＮ）とともに使います。 

ＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動したあと、 

／ＬＤ ＭＳＴＲＴＲＫＳ．ＢＩＮ，８００４［Ｅｎｔｅｒ］ 

／ＬＯＡＤ ＳＴＡＲＴＲＥＫ．ＴＸＴ，８１００［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると使えるようになります。 

ＲＵＮ［Ｅｎｔｅｒ］ 

でゲームが開始されます。 

［第３６７回］で紹介していますが、具体的な操作については［第３７６回］～［第３８９回］を参照してください。 

プログラムを中止したいときは 

［Ｃｔｒｌ］＋［Ｂ］ 

を入力します。 

 

［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのファンクションコールのテストプログラムはＺフォルダに入っていますが、ＭＳＴＲＴＲＫＳ．ＢＩ

ＮとＳＴＲＴＲＥＫ．ＴＸＴはＮ８ＺＢ３ＤＯＳフォルダに入っています。 

ＺＢ３ＢＡＳＩＣを起動したあと、上記のように／ＬＤ、／ＬＯＡＤコマンドでプログラムをＮＤ８０８０のＲＡＭにすぐにロード

できます。
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Ⅲ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 

 

１． ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのバージョン 

 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳはＣＰ／Ｍ２．２（５８ＫＢ版）と基本的な互換性があります。 

［注記］５８ＫＢ版ＣＰ／ＭとはＣＣＰ～ＢＩＯＳの各プログラムの開始アドレスは合わせてありますが、未使用エリアには相

違があります。 

 ５８ＫＢ版ＣＰ／ＭはメモリアドレスのＥ８００～ＦＦＦＦの６ＫＢは未使用領域とされています。 

 これに対してＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではアドレスＥ８００以後の領域も作業エリアとして使用しています。 

 ＣＰ／Ｍではこの領域はシステムが使う領域として、通常は使用しないことになっています。 

 

２． ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの起動 

 

ＺＢ３ＢＡＳＩＣが起動している状態で 

 

／ＣＰＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力するとＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳが起動します。 

 

>/cpm 

loading mcpm5g.bin ...1a0d(6669)bytes loaded,from CC00 to E60C 

drive D ................................ 

drive C ................................ 

drive B ................................ 

drive A ................................ 

 

A> 

 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳが起動すると、最初に仮想フロッピーディスクドライブＡ～Ｄの存在がチェックされ、存在しないドライ

ブについては新しく作成されます。 

 仮想フロッピーディスクドライブはＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥと同じフォルダに作成されます。 

 Ａ．ＶＦＤ、Ｂ．ＶＦＤ、Ｃ．ＶＦＤ、Ｄ．ＶＦＤの４ファイル各２ＭＢです。 

またＷｉｎｄｏｗｓとの共通認識フォルダ（Ｚ）の存在もチェックされ、存在しない場合には自動的に作成されます（Ｚフォル

ダについては下記 ５．Ｚドライブ を参照してください）。 

 その後にＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳプログラム本体がＲＡＭにロードされ、ＣＣＰ（コマンドエンドプロセッサ）に制御がわたされ

ます。 

画面には 

 

Ａ＞ 

 

と表示されて、これ以後ビルトインコマンドまたはユーザプログラム（トランジェントプログラム）の実行ができるようになり

ます。 

 

３． 仮想フロッピーディスクの構造 

 

 仮想フロッピーディスクは Ａ．ＶＦＤ、Ｂ．ＶＦＤ、Ｃ．ＶＦＤ、Ｄ．ＶＦＤの４ファイル各２ＭＢのバイナリファイルとしてＮ８Ｚ

Ｂ３ＤＯＳ．ＥＸＥと同じフォルダに作成されます。 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳから見たディスクの構造は全体が１０２４ブロック（トラックと同じ）で１ブロック（トラック）は１６セクタで

構成されます。 

 １セクタは１２８バイトです。 

 したがって１トラックは２ＫＢになります。 

 トラック№は先頭から０～１０２３までで、各トラック内のセクタ№は０～１５になります。 

 詳細は［第２１９回］を参照してください。 

 このうちファイルの情報（ＦＣＢ）をまとめて管理するディレクトリエリアは先頭の２ブロック３２セクタです。 

 ユーザーのデータトラックは№２トラックから始まります。 

  

［参考］ 

各ディスクの内容はＶＦＤＵＭＰ．ＥＸＥで確認することができます。 
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４． ＶＦＤＵＭＰ．ＥＸＥ 

 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥが起動していない状態のとき、 

 

ＶＦＤＵＭＰ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力すると、 

 

ｄｒｉｖｅ ｎｏ．？（ｉｎｐｕｔ ａ－ｄ）： 

 

と表示されますから、ａ、ｂ、ｃ、ｄのいずれかを入力して｛Ｅｎｔｅｒ］を押します。 

 

ｓｅｃｔｏｒ ｎｏ．？（０－１６３８３）： 

 

と表示されるので、内容を確認したいセクター№を入力して［Ｅｎｔｅｒ］を押します。 

セクター№は先頭を０とする１０進数の連番です。 

 

ＶＦＤＵＭＰ．ＥＸＥを終了したいときは、－１を入力するか、［Ｃｔｒｌ］［Ｃ］を入力します。 

［第１６７回］にＶＦＤＵＭＰの実行例があります。 

 

［注意］／ＣＰＭコマンドを実行したあとはＮ８ＺＢ３ＤＯＳを終了するまでＶＦＤＵＭＰ．ＥＸＥは実行できません。 

 

５． Ｚドライブ 

 

 テキストファイルやバイナリファイルをＷｉｎｄｏｗｓのＮ８ＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸＥのあるフォルダからＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの仮想

フロッピーディスクドライブＡ～Ｄにコピーしたり、またその逆を行なうためのドライブ（フォルダ）です。 

仮想フロッピーディスクドライブＡ～ＤにＷｉｎｄｏｗｓ上から直接アクセスすることはできませんが、Ｚドライブ（Ｚフォル

ダ）はＷｉｎｄｏｗｓの通常のフォルダですからＷｉｎｄｏｗｓから自由にアクセスすることができます。 

逆にＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳからはＷｉｎｄｏｗｓのフォルダをアクセスすることはできませんが、このＺドライブ（Ｚフォルダ）だ

けは仮想フロッピーディスクドライブＡ～Ｄと同じタイプのドライブとして扱えます。 

そこでＷｉｎｄｏｗｓ上で作成したテキストファイルやバイナリファイルをＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳで扱いたいという場合には、ま

ずそのファイルをＺフォルダにコピーします。 

その上でＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを実行すると、ＤＩＲコマンドでそのファイルが見えますから、そのままそこでそのファイルを

扱うか、または他のＡ～Ｄドライブにコピーします。 

Ｚドライブについてはホームページでの説明も参照してください（［第３８０回］～［第３８６回］）。 

 

［注意１］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを実行中にＺドライブ（Ｚフォルダ）にＷｉｎｄｏｗｓ上からファイルをコピーしても、そのファイル

はＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳからは見えません。 

ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを一旦終了してから、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳを再実行すると見えるようになります。 

［注意２］Ｚドライブ（Ｚフォルダ）にコピーするファイルはＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳで扱えるファイルに限ります。 

ファイル名はアルファベットか数字および－（マイナス記号）８文字以内で拡張子は英数字３文字以内です。 

ひとつのファイルのサイズには制限はありませんが、シーケンシャルファイルに限られます。 

またＺドライブ（Ｚフォルダ）に置くことのできるファイルは最大１２８個です。 

［注記］／ＣＰＭコマンドの実行時にＺドライブの有無がチェックされ、もし存在しない場合にはＺドライブ（Ｚフォルダ）が新

規作成されますが、すでに存在する場合にはＺドライブ（Ｚフォルダ）の内容がチェックされ、ファイル名が長すぎるものが

みつかったときや、ファイル数が１２８を超えている場合にはそれぞれエラーメッセージが表示されます。 

 

６． ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの構造 

 

ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳは以下の３つのプログラムから構成されています。 

 

１） ＭＣＣＰ．ＢＩＮ （ＬＯＡＤアドレスＣＣ００） 

 

ＤＩＲ、ＥＲＡなどのコマンドを実行するためのプログラムです。 

ＣＰ／ＭのＣＣＰと同等の互換機能にいくつかの機能を追加したものです。 

ＣＣＰはＣｏｎｓｏｌｅ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒの略称です。 

ＣＰ／Ｍのコマンドはこのプログラムによって解釈され実行されます。 
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２） ＭＢＤＯＳ．ＢＩＮ （ＬＯＡＤアドレスＤ４０６） 

 

「ＤＯＳ」の名前がついていることからわかるように、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの中核になるプログラムです。 

ＣＰ／ＭのＢＤＯＳと同等の互換機能にいくつかの機能を追加したものです。 

ＢＤＯＳはＢａｓｉｃ Ｄｉｓｋ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍの略称です。 

 ディスクオペーレーティングシステムの名前の通り、主にディスクに対するセーブ、ロードや、ファイルオープン、クロー

ズなどの基本的なサブルーチンの集合体です。 

 またディスクに限らず、キーボードからの入力や画面、プリンタへの出力などの基本的な入出力関数もここにありま

す。 

 ユーザーが作る簡単なプログラムからＭＢＡＳＩＣ．ＣＯＭのような大きなプログラムまで、ファイルのセーブ、ロードや入

出力を行なうときはこのＤＯＳプログラムの各種関数サブルーチンをコールすることで、その機能を実現するというのがＣ

Ｐ／Ｍプログラムのいわば約束事です。 

各関数はＣレジスタにその関数を示す番号をセットしてアドレス０００５をコールすることで呼び出すことができます。 

 

３） Ｎ８ＢＩＯＳ．ＢＩＮ （ＬＯＡＤアドレスＥ２００） 

 

 ＣＰ／ＭのＢＩＯＳと同等の互換機能にいくつかの機能を追加したものです。 

ＢＩＯＳはＢａｓｉｃ Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｙｓｔｅｍの略称です。 

上記ＭＢＤＯＳプログラムは入出力やファイル操作のための各種関数プログラムの集合体ですが、実際にＩ／Ｏ装置

や仮想フロッピーディスクドライブなどに直接アクセスする部分は全てこのＮ８ＢＩＯＳ内のサブルーチンをコールすること

で行なわれています。 

 より基本的なアクセスルーチンの集合体です。 

 ＭＢＤＯＳプログラムよりも原始的なプログラムですから、普通はＭＢＤＯＳ内の関数サブルーチンをコールすることが

安全ですが、プログラムによっては、より細かなアクセスのために、直接このＮ８ＢＩＯＳ内のサブルーチンをコールするこ

ともあります。 

 ＭＢＤＯＳ内の関数サブルーチンをコールするときはＣレジスタに関数№を入れてアドレス０００５をコールしますが、Ｎ

８ＢＩＯＳ内のサブルーチンをコールするときは、直接Ｎ８ＢＩＯＳ先頭のジャンプテーブルアドレスをコールします。 

 

７． ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのＲＡＭアドレス 

 

ＲＡＭエリアの００００～００ＦＦはシステムが特別の目的としてリザーブされています。 

 ユーザーがそのエリアを使うこともできますが、もともとシステムに割り当てられた用途、使い方を外れて使用すること

はできません。 

 アドレス０１００～ＣＢＦＦは、トランジェントエリアとよばれていて、ユーザーが自由に使うことができます。 

 拡張子がＣＯＭのマシン語プログラムファイルはこのトランジェントエリアの先頭アドレス０１００にロードされたあと、０１

００番地から実行されます。 

 つまりユーザープログラムは常にアドレス０１００が先頭アドレスで、かつ０１００からスタートするようにプログラムを書

かなければなりません。 

 

８． システムブレーク（リブート） 

 

ＣＰ／Ｍではコマンド入力待ちのとき（Ａ：～Ｄ：、Ｚ：が表示されてキー入力待ちのとき）に［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力するとシ

ステムブレークし、アドレス００００番地のウォームブートが実行されます。 

ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは当初は［Ｃｔｒｌ］＋［Ｂ］を使うように設計していましたが、２０１３年７月修正版では［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］

を使うように改めました。 

 

９． ００００～００ＦＦの内容 

 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳはＲＡＭアドレス００００～００ＦＦを以下のように割り当てて使用します。 

 

００００－０００２  ＣＰ／Ｍシステムへのリエントリアドレス。 

            ここにはＢＩＯＳのウォームブートルーチンへのジャンプ命令（Ｃ３０３Ｅ２）が書かれている。 

０００３        Ｉ／Ｏバイト。ＣＰ／Ｍが外部Ｉ／Ｏ装置をアクセスするときの物理装置と論理装置をむすびつけるた

めの作業エリア。ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは使っていない。 

０００４        ログインディスク№。ログインしているディスクの№が記入される。たとえばＡ＞と表示されているとき

は００、Ｂ＞と表示されているときは０１が書き込まれている。 

０００５－０００７  ＢＤＯＳのファンクションコールのときにこのアドレスがコールされる。ここにはＢＤＯＳへのジャンプ命
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令（Ｃ３０６Ｄ４）が書かれている。                

０００８－００３７  ８０８０の割込みベクトル用としてリザーブされている。ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは使用していない。 

００３８－００３Ａ  ８０８０のＲＳＴ７命令（ＦＦ）のエントリアドレス。ここはＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは使用しないがデバッグプ

ログラムなどでは使用される。 

００３Ｂ－００５Ｂ  未使用 

００５Ｃ        第１パラメータのドライブ№。ここから００７ＦまでがＦＣＢエリアとしてファイルアクセスの際に使用され

る。 

００５Ｄ－００６４  プライマリファイルネームエリア（８バイト）。第１パラメータのファイル名がここに入る。 

００６５－００６７  同上拡張子エリア（３バイト）。第１パラメータのファイル名の拡張子部分がここに入る。 

００６８       エクステント№。ディレクトリのファイルのエクステント№が入る。エクステントは［第１４８回］参照。 

００６９－００６Ａ  システムが内部で使用。 

００６Ｂ        このエクステントのレコード数。 

００６Ｃ－００７Ｂ  ディスクアローケーションマップ。第２パラメータが存在するときには、第２ＦＣＢのファイルネーム以下

のエリアとしても使用される（その場合のマップは下を参照）。 

００７Ｃ        シーケンシャルファイルアクセスのｎｅｘｔレコード№。［第４９回］参照。 

００７Ｄ－００７Ｆ  ランダムアクセスレコード№。［第１０２回］参照。 

００８０－００ＦＦ  ＤＭＡデータバッファ。ファイルデータをアクセスするときに１セクタ分のデータ（１２８バイト）がここに入

れられる。 

 

［第２パラメータが存在する場合の００６Ｃ－００７Ｂ］ 

００６Ｃ       第２パラメータのドライブ№ 

００６Ｄ－００７４  セカンダリファイルネームエリア（８バイト）。第２パラメータのファイル名がここに入る。 

００７５－００７７  同上拡張子エリア（３バイト）。第２パラメータのファイル名の拡張子部分がここに入る。 

００７８－００７Ｂ  使用されない。 
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Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル 

 

ＣＰ／Ｍではダイレクトにキーインして実行できるコマンドとして、ビルトインコマンドとトランジェントコマンドの２種類の

コマンドがあります。 

ビルトインコマンドとは最初からシステムプログラムに組み込まれているコマンドで、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは以下のコ

マンドが使えます。 

ＤＩＲ、ＥＲＡ、ＴＹＰＥ、ＳＡＶＥ、ＲＥＮ、ＣＯＰＹ、ＺＢ３ 

 

このうちＤＩＲ、ＥＲＡ、ＴＹＰＥ、ＲＥＮ、ＳＡＶＥはＣＰ／Ｍとほぼ同じ機能です。 

  ＣＯＰＹ、ＺＢ３はＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ独自のコマンドです。 

 

 ＣＰ／Ｍにはオプションとしていろいろなトランジェントコマンドがあります。 

 トランジェントコマンドとはＣＰ／Ｍ本体のプログラムには組み込まれていなくて、そのプログラムがセーブされているデ

ィスクから読み出して実行されるコマンドです。 

 拡張子がＣＯＭのユーザープログラムも、ファイル名だけをキーインするとディスクからロードされて実行されますから、

ユーザーが作成したトランジェントコマンドということができます。 

 

 ［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは、特にトランジェントコマンドは用意していません。 

 

 以下ビルトインコマンドについて説明をします。 

 

１． ＤＩＲ 

 

 仮想フロッピーディスクおよびＺドライブにセーブされているファイル名を表示します。 

  

ＤＩＲ［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると、そのときのカレントドライブ（Ａ＞と表示されていればＡドライブがカレントドライブです。Ｂ＞と表示されてい

ればＢドライブがカレントドライブです）にセーブされているファイル名が表示されます。 

 

 ＤＩＲ Ｃ：［Ｅｎｔｅｒ］ 

のように後ろにドライブ名とコロン（：）をつけて入力すると、そこで指定したドライブにセーブされているファイル名が表示

されます。 

 このコマンドを実行してもカレントドライブは変更されません。 

 

２． ＥＲＡ 

 

 ＥＲＡ ファイル名．拡張子［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力するとカレントドライブの指定したファイルが削除されます。 

 一度削除されたファイルはもとに戻すことができません。 

 ファイル名にはワイルドカードが使えます。 

 

ＥＲＡ Ｃ：ファイル名．拡張子［Ｅｎｔｅｒ］ 

のように後ろにドライブ名とコロン（：）をつけて入力すると、そこで指定したドライブにセーブされているファイルが削除さ

れます。 

 このコマンドを実行してもカレントドライブは変更されません。 

 

［参考］ワイルドカード 

 

 ワイルドカードとは＊や？を使ってファイル名や拡張子の一部を代用させるものです。 

 

［例１］ 

 ＡＢＣ＊．＊ 

 ＡＢＣではじまるファイル名は拡張子が何であっても選択されます。 

［例２］ 

 ＡＢ？？Ｃ．Ｘ？Ｙ 

 ？は１文字を代用していて、そこにはどんな文字があっても選択されます。 
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３． ＴＹＰＥ 

 

 ＴＹＰＥ ファイル名．拡張子｛Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると、指定したファイルの内容が画面に表示されます。 

［注意］指定するファイルはテキストファイルでなければなりません（拡張子がＴＸＴである必要はありません）。 

［注意］ファイル名や拡張子にワイルドカードは使えません。 

 

 ＴＹＰＥ Ｃ：ファイル名．拡張子［Ｅｎｔｅｒ］ 

のようにファイル名の前にドライブ名とコロン（：）をつけて入力すると、そこで指定したドライブにセーブされているファイ

ルの内容が画面に表示されます（ドライブ名はＡ：～Ｄ：およびＺ：）。 

 このコマンドを実行してもカレントドライブは変更されません。 

 

［注記］ＣＰ／Ｍのテキストファイルはファイルの終わりにＥＯＦコード（１ＡＨ）を置く決まりになっていました。 

ＴＹＰＥコマンドもファイルの終わりをＥＯＦコードで識別しています。 

しかし現在のＷｉｎｄｏｗｓシステムではテキストファイルを作成してもファイルの終わりにＥＯＦコードは付加されません。 

もしもＷｉｎｄｏｗｓシステムで作成したファイルをそのままＺドライブにコピーしても、そのままではファイルの終わりにＥ

ＯＦコードがないためにＴＹＰＥコマンドをそのファイルに対して実行するとファイルの最後にゴミまで表示されてしまいま

す。 

そのようなことがおこらないようにＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではＺドライブから仮想フロッピーディスクドライブ（Ａ～Ｄ）にファ

イルをコピーする時点で、機械的にファイルの終わりの余白をＥＯＦコード（１ＡＨ）で埋めるようにしてあります。 

 

４． ＳＡＶＥ 

 

 ＳＡＶＥ ｎ ファイル名．拡張子［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると、カレントドライブに、現在メモリの０１００～にあるプログラム（データ）が０１００～ｎ×２５６バイト分が指定

したファイル名でセーブされます。 

 

 ＳＡＶＥ ｎ Ｂ：ファイル名．拡張子［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

のようにファイル名の前にドライブ名とコロン（：）をつけて入力すると、指定したドライブにファイルがセーブされます。 

 このコマンドを実行してもカレントドライブは変更されません。 

 

５． ＲＥＮ 

 

 ファイル名を変更します。 

 

ＲＥＮ ファイル名１．拡張子ａ ファイル名２．拡張子ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

と入力するとカレントドライブにあるファイル名１．拡張子がファイル名２．拡張子ｂに名前変更されます。 

 このコマンドではワイルドカード（＊）（？）が使えます。 

  

［注意］ＲＥＮはカレントドライブのファイルのみ有効です。 

 ファイル名の前にドライブ名をつけても無視されます。 

 変更後のファイル名と同じファイル名がすでに存在する場合には、そのファイルに対してはこの命令は実行されませ

ん。 

 

６． ＣＯＰＹ 

 

 ＣＯＰＹはファイルをコピーする機能です。同時にＲＥＮ（ファイル名変更）機能も含んでいます。 

 このコマンドではワイルドカード（＊）（？）が使えます。 

 

［注意］名前変更後のファイル名と同じファイル名がコピー先ドライブにすでに存在する場合には、そのファイルに対して

はこの命令は実行されません。  

 

６．１ ＣＯＰＹ ファイル名１．拡張子ａ ファイル名２．拡張子ｂ 

 

カレントディスク内で ファイル名１．拡張子ａ で指定したファイルを ファイル名２．拡張子ｂ としてコピーします。 
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６．２ ＣＯＰＹ ファイル名１．拡張子ａ ｘ：ファイル名２．拡張子ｂ 

 

カレントディスクの ファイル名１．拡張子ａ で指定したファイルを 別のディスク（ｘ：はＡ：～Ｄ：およびＺ：）に ファイル名

２．拡張子ｂ としてコピーします。 

 

［注意］６．１、６．２でファイル名２と同じファイル名がコピー先ドライブにすでに存在する場合には、そのファイルに対して

はこの命令は実行されません。  

 

６．３ ＣＯＰＹ ファイル名１．拡張子ａ ｘ： 

 

カレントディスクの ファイル名１．拡張子ａ で指定したファイルを 別のディスク（ｘ：はＡ：～Ｄ：およびＺ：）に 同じ名前

でコピーします。 

 

６．４ ＣＯＰＹ ｘ：ファイル名１．拡張子ａ  

 

別のディスク（ｘ：はＡ：～Ｄ：およびＺ：）にあるファイル名１．拡張子ａ で指定したファイルを、カレントディスクに同じ名前

でコピーします。 

 

［注記］６．３、６．４でファイル名１と同じファイル名がコピー先ドライブにすでに存在する場合には、そのファイルはコピー

元のファイルで上書きされます。  

 

７． ＺＢ３ 

 

 ＣＰ／Ｍ互換モードを終了してＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻ります。 

 ＣＰ／Ｍ互換モードを終了して操作を終わりたいときには、まず 

 

 ＺＢ３［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

でＣＰ／Ｍ互換モードを終了してＺＢ３ＢＡＳＩＣに戻ってから、そこで／ＥＸＩＴで終了するようにします。 

 そのようにしないでいきなり［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］で強制終了するとＮＤ８０８０がハングアップします。 

 またログファイルも正しく作成保存されません。 

 

８． チェンジドライブ 

 

これはコマンドではありませんが、これもやはりＭＣＣＰ．ＢＩＮの機能ですからここで説明をします。 

カレントドライブを変更したいときはそのドライブ名を示すアルファベットに続けてコロン（：）をつけて｛Ｅｎｔｅｒ］を入力し

ます。 

 

Ａ＞ 

と表示されているときに、 

Ａ＞ｂ：［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力すると 

Ｂ＞ 

と表示されて、カレントドライブがＢドライブになります。 

 

９． リードオンリーディスク 

 

 次章で説明するＭＢＤＯＳのファンクションの中には仮想ディスクドライブを書き込み禁止にしたり、逆にそれを解除す

る機能が含まれています。 

 それはフロッピーディスクでは必要な機能でしたが、ファイルを簡単にバックアップコピーできるＷｉｎｄｏｗｓシステムで

は余り意味のない機能ですから、ファンクションとしてはオリジナルのままに機能しますが、ＣＯＰＹ、ＲＥＮ、ＥＲＡノ各コマ

ンドでは、リードオンリーになっているドライブに対してもそれを無視して働くようにしてあります。 

 誤操作によって消去、書き換えされると困るようなファイルについてはあらかじめバックアップを取っておくようにしてく

ださい。 

 なお、これとは逆にコピー先やＲＥＮによって変更されるファイル名がすでに存在するときには、上書きされないことに

注意してください。 
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１０． トランジェントファイルの実行 

 

ユーザープログラムをディスクにセーブしたあと、そのプログラム名をダイレクトに入力すると、そのプログラムがディ

スクから０１００番地にロードされたあと実行することができます。 

その場合ユーザープログラムの拡張子はＣＯＭでなければなりません。 

いわばユーザープログラムがそのままコマンドとして実行されることになります。 

ＣＰ／Ｍの大きな特徴のひとつで、この機能はそのままＭＳＤＯＳにも引き継がれています。 

 

またそのときに次のようにパラメータをつけて入力すると、それぞれのパラメータがデフォルトのＦＣＢエリアにセットさ

れます。 

 

プログラムファイル名 ｘ：第１パラメータ ｙ：第２パラメータ 

 

ｘ：、ｙ：はドライブ名です（省略可）。 

また第１パラメータ、第２パラメータは省略可能です。 

パラメータを全て省略した場合にはデフォルトのＦＣＢエリアは書き換えられません。 

 

上記パラメータはいつもそのようにしてセットしなければならないものではありません。 

プログラムによって上記ＦＣＢアドレスに任意のファイル名を書き込んだ上でファンクションをコールすることもできます

（ドライブ№はＡドライブ＝０１、Ｂドライブ＝０２、…というように指定します。００を指定するとカレントディスクが選択され

ます）。 

また任意のＲＡＭエリアに上記のルールにしたがってファイル名等のデータを書き込んで、その先頭アドレスをＤＥレ

ジスタにセットして、ファンクションをコールすることもできます。 
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Ⅴ ファンクションコール 

 

 ファンクションコールはＣＰ／Ｍの中核となる機能です。 

 キー入力や画面表示の機能、ファイルのオープン、クローズやファイルリード、ライトなどいろいろな機能が簡単に利用

できます。 

 ファンクションコールは機能を示す番号をＣレジスタに入れてアドレス０００５をコールすることで使うことができます。 

 ＺＢ３ＤＯＳはＣＰ／Ｍのファンクションコールと同じ機能を同じ手続きで使うことができます。 

 以下にＺＢ３ＤＯＳに含まれるファンクションの一覧を示します。 

  

［注記１］説明文中「第ＸＸ回」（ワンボード）とあるのは、当社ホームページ連載記事「復活！ ＣＰ／Ｍ ワンボードマイコ

ンでＣＰ／Ｍを！」の「第ＸＸ回」です。 

 また「第ＸＸ回」（ＭＹＣＰＵ８０）とあるのは、当社ホームページ連載記事「ＭＹＣＰＵ８０でＣＰ／Ｍを！」の「第ＸＸ回」で

す。 

 当初はＮＤ８０ＺⅢ（ＮＤ８０Ｚ３．５）での実行を前提に開発したため、参考プログラム等はザイログニーモニック（Ｚ８０）

で表記しました。 

 その後にＭＹＣＰＵ８０用を開発したため、その時点で参考プログラムの表記をインテルニーモニック（８０８０）に書き改

めました。 

 ＮＤ８０８０は８０８０ＣＰＵですから、連載記事「ＭＹＣＰＵ８０でＣＰ／Ｍを！」を参照していただいたほうがわかりやすい

と思います。 

［注記２］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではコマンドやファイル名をキー入力するときにＭＣＣＰプログラムによって英小文字→英大

文字の変換が行なわれます。そのため通常の入力では小文字のままで構いませんが、小文字は印刷書体としては見

難いところがありますので、当説明書では特に必要のない限り大文字で説明をしています。 

［注記３］ホームページで紹介しているテストプログラムのうちおもなものはＺドライブ（Ｚフォルダ）に入れてあります。 

 そのうちの多くのプログラムはＺドライブのままでも実行できますが、中にはＡ～Ｄドライブでなければ正しく実行できな

いものもあるかも知れません。 

 Ｚドライブの本来の目的はＷｉｎｄｏｗｓとＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳとの間でのファイルのやり取りをスムーズに行なうためのも

ので、その上でプログラムを実行することを考慮して設計を行なったものではありません。 

 基本的な使い方としては、まずＣＯＰＹコマンドでＺドライブからＡ～Ｄドライブにプログラムをコピーしてから使うようにし

てください。 

 

フ ァ ン ク シ ョ ン

№(C レジスタにセ

ットする値) 
機能 

パラメータセット 

ＤＥまたはＥに値をセットする 
結果 

０  ００（１６進） システムリセット なし システムがリセットされる 

１  ０１ コンソール入力 なし Ａ＝文字コード 

２  ０２ コンソール出力 Ｅ＝文字コード 文字が表示される 

３  ０３ リーダー(RDR)入力 なし Ａ＝文字コード 

４  ０４ パンチ(PUN)出力 Ｅ＝文字コード ＰＵＮ：に出力される 

５  ０５ リスト（LST）出力 Ｅ＝文字コード ＬＳＴ：（プリンタ）に出力される 

６  ０６ コンソール入出力 
入力：Ｅ＝ＦＦ 出力：Ｅ＝文字

コード 
入力：Ａ＝文字コード 出力：文字

が表示される 

７  ０７ ＩＯバイトの取出し なし Ａ＝ＩＯバイト 

８  ０８ ＩＯバイトセット Ｅ＝ＩＯバイト ＩＯバイトがセットされる 

９  ０９ 文字列出力 ＤＥ＝文字列アドレス 文字列が表示される 

１０  ０Ａ コンソールバッファ入力 ＤＥ＝バッファアドレス バッファに入力される 

１１  ０Ｂ 
コンソールステータスチェ

ック 
なし 

入力あり：Ａ＝０１ 入力なし：Ａ＝０

０ 

１２  ０Ｃ バージョン№の取出し なし Ｈ＝００ Ｌ＝バージョン№ 

１３  ０Ｄ ディスクリセット なし すべてのディスクがリセットされる 

１４  ０Ｅ ディスクドライブセレクト Ｅ＝ドライブ№ デフォルトディスクに指定される 

１５  ０Ｆ ファイルオープン ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 
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フ ァ ン ク シ ョ ン

№(C レジスタにセ

ットする値) 
機能 

パラメータセット 

ＤＥまたはＥに値をセットする 
結果 

１６  １０ ファイルクローズ ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 

１７  １１ 最初のファイルサーチ ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 

１８  １２ 次のファイルサーチ なし 
正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 

１９  １３ ファイル削除 ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 

２０  １４ シーンシャルリード ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝００ 異常：Ａ＝エラーコ

ード 

２１  １５ シーケンシャルライト ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝００ 異常：Ａ＝エラーコ

ード 

２２  １６ 新規ファイル作成 ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝００ 異常：Ａ＝エラーコ

ード 

２３  １７ ファイル名の変更 ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 正常：Ａ＝００ 異常：Ａ＝ＦＦ 

２４  １８ ログインベクトルの取出し なし ＨＬ＝ログインベクトル 

２５  １９ 
ログインディスク№の取出

し 
なし Ａ＝ディスク№ 

２６  １Ａ ＤＭＡアドレスのセット ＤＥ＝ＤＭＡアドレス ＤＭＡアドレスがセットされる 

２７  １Ｂ 
アローケーションアドレス

の取出し 
なし 

ＨＬ＝アローケーションベクトルアド

レス 

２８  １Ｃ ライトプロテクトセット なし 
ログインディスクがＲ／Ｏ（リードオ

ンリー）になる 

２９  １Ｄ Ｒ／Ｏベクトルの取出し なし ＨＬ＝Ｉ／Ｏベクトル 

３０  １Ｅ 
ファイルアトリビュートセッ

ト 
ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 

正常：Ａ＝ディレクトリコード 異常：

Ａ＝ＦＦ 

３１  １Ｆ 
ディスクパラメータアドレス

のセット 
なし ＨＬ＝ディスクパラメータアドレス 

３２  ２０ ユーザーコードのセット ＺＢ３ＤＯＳにはありません  

３３  ２１ ランダムリード ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝００ エラー：Ａ＝エラーコ

ード 

３４  ２２ ランダムライト ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
正常：Ａ＝００ エラー：Ａ＝エラーコ

ード 

３５  ２３ ファイルサイズの計算 ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 
ＦＣＢ末尾３バイトにファイルサイズ

が入る 

３６  ２４ 
ランダムレコードアクセス

ポインタの更新 
ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 

ＦＣＢ末尾３バイトにレコード№が入

る 

３７  ２５ ディスクドライブのリセット ＤＥ＝ドライブベクトル 
ベクトルで指定したドライブがリセッ

トされる 

３８  ２６ 未定義   

３９  ２７ 未定義   

４０  ２８ 
ゼロファイルを伴うランダ

ムライト 
ＤＥ＝ＦＣＢアドレス 

正常：Ａ＝００ エラー：Ａ＝エラーコ

ード 
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０． ファンクション００ システムリセット 

 

ＭＶＩ Ｃ，００ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

システムがリセットされます。 

ＭＣＣＰ．ＢＩＮとＭＢＤＯＳ．ＢＩＮがメモリに再ロードされます。 

ディスクドライブの書き込み禁止が解除されます。 

見た目には何も変わりません。 

普通のプログラムではこの機能は使うことがありません。 

 

［参考記事］第３９１回（ワンボード）、第１００回（ＭＹＣＰＵ８０）、第１０２回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＶＦＴＳ０－２ 

＊ＭＶＦＴＳ０－２．ＣＯＭの使用例については第１０２回（ＭＹＣＰＵ８０）を参照してください。 

 

１． ファンクション０１ コンソール入力 

 

ＭＶＩ Ｃ，０１ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

キーボードから１文字がＡレジスタに入力されます。 

キーボードから入力された文字は画面にそのまま表示されます。 

［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］［Ｅｎｔｅｒ］［Ｔａｂ］以外の特殊機能キーも入力できますが機能しません。 

キーが押されるまでリターンしません。 

［Ｅｎｔｅｒ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｍ］の入力でカーソルが行の先頭に復帰します。このときＡレジスタには０Ｄが入りま

す。 

［Ｃｔｒｌ］＋［Ｊ］の入力でカーソルが行の先頭に復帰するとともに１行改行されます。このときＡレジスタには０Ａが入りま

す。 

［ＴＡＢ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｉ］の入力でカーソルがタブ位置に移動します。このときＡレジスタには０９が入ります。 

［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｈ］の入力でカーソルが１字前に戻ります（文字は消去されません）。このときＡ

レジスタには０８が入ります。 

このファンクションは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力してもブレークしません。 

 

［参考記事］第３９回（ワンボード）、第１２２回（ワンボード）、第１９７回（ワンボード）、第３９１回（ワンボード）、第１０２回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＶＦＴＳＴ１、ＭＶＦＴＳ０－２ 

＊ＭＶＦＴＳＴ１．ＣＯＭ、ＭＶＦＴＳ０－２．ＣＯＭの使用例については第９９回（ＭＹＣＰＵ８０）、第１００回（ＭＹＣＰＵ８０）を

参照してください。 

 

２． ファンクション０２ コンソール出力 

 

ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ 

ＭＶＩ Ｃ，０２ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ｅレジスタにセットした文字コード（ＡＳＣＩＩコード）に対応する文字が画面に表示されます。 

Ｅ＝０Ｄのときカーソルが行の先頭に復帰します。 

Ｅ＝０Ａのときカーソルが行の先頭に復帰するとともに１行改行されます。 

Ｅ＝０９のときカーソルがタブ位置に移動します。 

Ｅ＝０８のときカーソルが１字前に戻ります。 

 

 画面表示中にキーボードから［Ｃｔｒｌ］＋［Ｐ］を入力すると表示が一時停止します。 

 表示停止中に［Ｃｔｒｌ］＋［Ｑ］の入力で実行が再開されます。 

 ［Ｃｔｒｌ］＋［Ｐ］を入力して一時停止中に［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力すると、プログラムの実行が中止されてＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ

に戻ります。 

 しかし表示実行中にいきなり［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力するとシステムがブレイクしてＺＢ３ＤＯＳの実行が打ち切られてコマ

ンドプロンプトに戻ってしまうので注意が必要です（この場合にはＭＹＣＰＵ８０がハングアップするのでＭＹＣＰＵ８０をリ

セットする必要があります）。 
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［参考記事］第３９回（ワンボード）、第１２２回（ワンボード）、第１９７回（ワンボード）、第３９１回（ワンボード）、第４００回

（ワンボード）、第１０２回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＶＦＴＳＴ１、ＭＶＦＴＳ０－２ 

＊ＭＶＦＴＳＴ１．ＣＯＭ、ＭＶＦＴＳ０－２．ＣＯＭの使用例については第９９回（ＭＹＣＰＵ８０）、第１００回（ＭＹＣＰＵ８０）を

参照してください。 

 

３． ファンクション０３ リーダー(RDR)入力（ＲＳ２３２Ｃ入力） 

 

 ＬＤ Ｃ，０３ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ファンクション０３はＣＰ／Ｍでは紙テープリーダーからの入力機能でした。 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳではＲＳ２３２Ｃ入力にしました。 

ＮＤ８０８０のＲＳ２３２Ｃコネクタに接続した外部機器からＲＳ２３２Ｃ送信が行なわれると、受信バッファから１文字がＡ

レジスタに入ってリターンします。 

 

［参考記事］第７８回、第１３９回、第２０５回 

［サンプルプログラム］ＦＮＣ０３Ｔ－２ 

＊ＦＮＣ０３Ｔ－２．ＣＯＭの使用例は［第２０５回］にあります。 

 

４． ファンクション０４ パンチ(PUN)出力（ＲＳ２３２Ｃ出力） 

 

ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ 

ＭＶＩ Ｃ，０４ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ファンクション０４はＣＰ／Ｍでは紙テープパンチャーへ出力機能でした。 

Ｎ８ＺＢ３ＤＯＳではＲＳ２３２Ｃ出力にしました。 

Ｅレジスタにセットされた文字コードが、ＮＤ８０８０のＲＳ２３２Ｃコネクタに接続した外部機器にＲＳ２３２Ｃで送信されま

す。 

 

［参考記事］第７８回、第１３９回、第２０５回 

［サンプルプログラム］ＦＮＣ０３Ｔ－２ 

＊ＦＮＣ０３Ｔ－２．ＣＯＭの使用例は［第２０５回］にあります。 

 

５． ファンクション０５ リスト（LST）出力 

 

ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ 

ＭＶＩ Ｃ，０５ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ｅレジスタにセットされた文字コードが、ＮＤ８０８０のＩ／Ｏ入出力コネクタに接続したプリンタに出力されます。 

ファンクション０５は最近のＷｉｎｄｏｗｓプリンタでは働きません。 

セントロニクスインターフェイスプリンタが必要です。 

詳しくは下記のホームページ記事を参照してください。 

 

［参考記事］第２４２回～第２５６回 

［サンプルプログラム］ＦＮＣ０５Ｔ２ 

＊ＦＮＣ０５Ｔ２．ＣＯＭの使用例は［第２４９回］にあります。 

 

６． ファンクション０６ コンソール入出力 

 

（入力の場合） 

 ＭＶＩ Ｅ，ＦＦ 

 ＭＶＩ Ｃ，０６ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

（出力の場合） 
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 ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ（ＦＦ以外） 

 ＭＶＩ Ｃ，０６ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ファンクション０６はファンクション０１とファンクション０２を合わせたような機能ですが、それよりも動作はシンプルで

す。 

 ＥレジスタにＦＦを入れてコールすると、そのときキーボードが押されていればそのキーの文字コードがＡレジスタにセッ

トされてリターンします。 

キーが押されていなければＡレジスタに００が入ってリターンします。 

ＥレジスタにＦＦ以外の文字コードを入れてコールすると画面にそのコードに対応する文字が表示されます。 

このファンクションはファンクション０２と異なり、［Ｃｔｒｌ］＋［Ｐ］、［Ｃｔｒｌ］＋［Ｑ］、［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］には応答しません。 

Ｅ＝０Ｄ（［Ｃｔｒｌ］＋［Ｍ］）のときカーソルが行の先頭に復帰します。 

Ｅ＝０Ａ（［Ｃｔｒｌ］＋［Ｊ］）のときカーソルが行の先頭に復帰するとともに１行改行されます。 

Ｅ＝０８（［Ｃｔｒｌ］＋［Ｈ］）のときカーソルが１字前に戻ります。 

Ｅ＝０９（［Ｃｔｒｌ］＋［Ｉ］）のときカーソルがタブ位置に移動します。 

 

［参考記事］第７９回（ワンボード）、第１３９回（ワンボード）、第２０５回（ワンボード）、第１０５回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦ０６Ｔ、ＭＦ０６Ｔ－２ 

＊ＭＦ０６Ｔ．ＣＯＭ、ＭＦ０６Ｔ－２．ＣＯＭの使用例は［第１０５回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

７． ファンクション０７ ＩＯバイト取り出し 

 

 Ｉ／ＯバイトはＩ／Ｏ装置の物理デバイスと論理デバイスを結びつけるためにアドレス０００３に置かれています。 

 ファンクション０７はそのＩ／Ｏバイトの値を取り出す機能です。 

 Ｉ／ＯバイトはＺＢ３ＤＯＳでは使っていませんから、このファンクションを使う意味はありません。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，０７ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ｉ／Ｏバイト（アドレス０００３）の値（常に００）がＡレジスタに入力されます。 

 

［参考記事］第６２回（ワンボード）、第１３７回（ワンボード）、第２０３回（ワンボード）、第１０６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ７ 

＊ＭＦＴＳＴ７．ＣＯＭの使用例は［第１０６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

８． ファンクション０８ ＩＯバイトセット 

 

 Ｉ／ＯバイトはＩ／Ｏ装置の物理デバイスと論理デバイスを結びつけるためにアドレス０００３に置かれています。 

 ファンクション０８はそのＩ／Ｏバイトに値をセットする機能です。 

 Ｉ／ＯバイトはＺＢ３ＤＯＳでは使っていませんから、このファンクションを使う意味はありません。 

 

ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ 

ＭＶＩ Ｃ，０８ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ｅレジスタにセットした値がＩ／Ｏバイト（アドレス０００３）に書き込まれます。 

 

［参考記事］第６２回（ワンボード）、第１３７回（ワンボード）、第２０３回（ワンボード）、第１０６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ８ 

＊ＭＦＴＳＴ８．ＣＯＭの使用例は［第１０６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

９． ファンクション０９ 文字列出力 

 

ファンクション０２は画面に１文字を表示しますが、ファンクション０９は文字列を表示します。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （文字列のあるアドレス） 

ＭＶＩ Ｃ，０９ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 
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ＤＥレジスタに文字列の先頭アドレスをセットしてコールするとその文字列が画面に表示されます。 

文字列の最後には必ず＄（コード２４Ｈ）がなければなりません。 

画面表示中にキーボードから［Ｃｔｒｌ］＋［Ｓ］を入力すると表示が一時停止します。 

表示停止中に［Ｃｔｒｌ］＋［Ｑ］の入力で実行が再開され、［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力すると、プログラムの実行が中止されま

す。 

 

［参考記事］第４１回（ワンボード）、第１３４回（ワンボード）、第１９９回（ワンボード） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２ 

＊ＭＦＴＳＴ２．ＣＯＭの使用例は［第１０６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１０． ファンクション０Ａ コンソールバッファ入力 

 

 キーボードから入力される文字があらかじめ指定した文字数に達するか、［Ｅｎｔｅｒ］キーが押されるまで順次コンソー

ルバッファ（キー入力バッファ）に蓄えます。 

 キー入力するごとに入力した文字が画面にエコー表示されます。 

 指定した文字数に達するか、［Ｅｎｔｅｒ］キーが押されるとそこでリターンします。 

 キー入力バッファの最大値は２５５バイトで、プログラムで使っていないアドレスならば任意の場所に置くことができま

す。 

  

 ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （キー入力バッファの先頭アドレス） 

 ＭＶＩ Ｃ，０Ａ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ［キー入力バッファの構造］ 

（バッファをＣ０００に置いたときの例。ＤＥ＝＄Ｃ０００とする） 

Ｃ０００ ＦＦ ここに入力を許可する文字数を入れておく（最大値はＦＦ＝２５５バイト） 

Ｃ００１ ＸＸ リターンしたときに実際に入力された文字数がここに入れられる（０Ｄ０Ａは入らない） 

Ｃ００２ ここから後ろがキー入力コードが入る入力バッファ 

 ｜ 

Ｃ１０１ 入力バッファの終わりのアドレス 

 

 ファンクション０Ａの入力ではキー入力中に下記の機能が使えます。 

［ＢａｃｋＳｐａｓｅ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｈ］を入力すると最後に入力した文字が削除されてカーソルが１文字分前に戻りま

す。 

［Ｔａｂ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｉ］を入力するとカーソルが次のＴＡＢ位置に進みます。 

｛Ｅｎｔｅｒ］キーまたは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｊ］または［Ｃｔｒｌ］＋［Ｍ］を入力するとキー入力が確定してメインルーチンにリターンしま

す。 

［Ｃｔｒｌ］＋［Ｒ］を入力すると、入力した文字列が下に再表示されて、そこから入力が続けられます。 

［Ｃｔｒｌ］＋［Ｘ］を入力すると、入力文字がクリアされてカーソルが先頭に戻って入力スタンバイになります。 

最初の１文字目の入力で／Ｅを入力するとプログラムを終了します（２文字目以後では受け付けられません）。 

 

［参考記事］第６４回（ワンボード）、第１２８回（ワンボード）、第１９８回（ワンボード）、第１０８回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ９、ＭＦＴＳＴ９２ 

＊ＭＦＴＳＴ９．ＣＯＭ、ＭＦＴＳＴ９２．ＣＯＭの使用例は［第１０８回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１１． ファンクション０Ｂ コンソールステータスチェック 

 

 キーボードの状態をチェックします。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，０Ｂ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 キーボードの入力をチェックしてキーが押されていないときはＡレジスタに００を入れてリターンします。キーが押されて

いたらＡレジスタに００以外を入れてリターンします。 

 

［参考記事］第６８回（ワンボード）、第１３８回（ワンボード）、第２０４回（ワンボード）、第３６３回（ワンボード）、第１０９回

（ＭＹＣＰＵ８０） 



 27

［サンプルプログラム］ＭＦ０ＢＴ－３ 

＊ＭＦ０ＢＴ－３．ＣＯＭの使用例は［第１０９回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１２． ファンクション０Ｃ バージョン№取り出し 

 

 ファンクション０ＣはＣＰ／Ｍのバージョンナンバーを取り出します。 

 ＺＢ３ＤＯＳはＣＰ／Ｍ２．２互換です。 

 このファンクションをコールするとＨＬレジスタに００２２がセットされてリターンします。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，０Ｃ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ＨＬレジスタに００２２が入ってリターンします。 

 

［参考記事］第６２回（ワンボード）、第１３７回（ワンボード）、第２０３回（ワンボード）、第１０６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ７ 

＊ＭＦＴＳＴ７．ＣＯＭの使用例は［第１０６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１３． ファンクション０Ｄ ディスクリセット 

 

 全てのドライブのライトプロテクトを解除します。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，０Ｄ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 Ａ～Ｄドライブが初期状態にセットされ、ライトプロテクトが解除されます。 

 

［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではライトプロテクトは働きません。詳しくは第３９４回（ワンボード）を参照してください。 

［参考記事］第９２回（ワンボード）、第１４２回（ワンボード）、第２０８回（ワンボード）、第３９４回（ワンボード）、第１１２回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１３ 

＊ＭＦＴＳＴ１３．ＣＯＭの使用例は［第１１２回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１４． ファンクション０Ｅ ディスクドライブセレクト 

 

 カレントドライブを変更します。 

 

ＭＶＩ Ｅ，ＸＸ （ドライブ№を示す数値）  

ＭＶＩ Ｃ，０Ｅ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ｅレジスタに入れた値（Ａドライブ＝００～Ｄドライブ＝０３）によってそれ以後は指定したドライブ№のディスクドライブが

カレントドライブになります。 

ただしこの指定はユーザープログラムの中だけで有効でプログラムを終了するともとのカレントディスクに戻ります。 

 

［参考記事］第８４回（ワンボード）、第８５回（ワンボード）、第１４０回（ワンボード）、第２０６回（ワンボード）、第１１３回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１０２ 

＊ＭＦＴＳＴ１０２．ＣＯＭの使用例は［第１１３回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

 ファンクション０ＥでＥレジスタに設定するドライブ№はＡドライブ＝００、Ｂドライブ＝０１…、ですがＶＦＴＳＴ１０２では０を

入力するとドライブ№を変更しない、という設定にしているため、数値を入力する場合にはＡドライブ＝１、Ｂドライブ＝２、

…というようにしています。 

ＭＦＴＳＴ１０２はファイル名サーチプログラムの変形ですからプログラム実行時にワイルドカード（＊）を使って 

ＭＦＴＳＴ１０２ ＊．＊［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力しなければホームページ記事と同じ結果は得られません。 
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１５． ファンクション０Ｆ ファイルオープン 

 

ファイルをオープンします。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，０Ｆ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＤＥレジスタにファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、そのファイルがみつかった場合にはＦＣＢ

のディレクトリエリアに書き込んでリターンします。 

ファイルがみつかったときはＡレジスタに００～０３が、みつからなかったときはＦＦが入ってリターンします。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し

てください。   

ファンクション０Ｆをコールする前にセットする必要があるのはＦＣＢ先頭のドライブ№～拡張子までです。 

 

［参考記事］第４６回（ワンボード）～第４９回（ワンボード）、第１３４回（ワンボード）、第２００回（ワンボード））、第１１５回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ４ 

＊ＭＦＴＳＴ４．ＣＯＭの使用例は［第１１５回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１６． ファンクション１０ ファイルクローズ 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１０ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファンクション０Ｆやファンクション１６でファイルをオープンして、シーケンシャルライト（ファンクション１５）でそこに書き

込みを行なっても、まだ仮に書き込みが行なわれただけで、それだけでは実際にファイルの更新や新規作成は行なわ

れません。 

最後にファイルをクローズしたときに初めて更新情報がディスクに書き込まれて、データの更新が確定されます。 

なおファイルクローズはシーケンシャルライト（ファンクション１５）やランダムライト（ファンクション２２、２８）を完結させ

るために必要な作業で、シーケンシャルリードやランダムリードでただ読み出しを行なうためだけにオープンした場合に

はクローズする必要はありません。 

ファイルオープン（ファンクション０Ｆ、ファンクション１６）で指定したのと同じＦＣＢアドレスをＤＥレジスタにセットしてコ

ールすることで、更新されたＦＣＢのディレクトリ情報がディスクに書き込まれます。 

 ファイルクローズが正しく行なわれた場合には、Ａレジスタには００～０３のいずれかの値が入ります。 

 ファイルクローズに失敗した場合にはＡレジスタにＦＦが入ります。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

  

［参考記事］第５１回（ワンボード）、第１３５回（ワンボード）、第２０１回（ワンボード）、第１１６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ５ 

＊ＭＦＴＳＴ５．ＣＯＭの使用例は［第１１６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１７． ファンクション１１ 最初のファイルサーチ 

 

最初のファイル名をサーチします。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１１ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＤＥレジスタにファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、そのファイルがみつかった場合には、そ

のファイル名情報が含まれるディスクのディレクトリエリア（１２８バイト）がＤＭＡバッファにコピーされます。 

同時にＡレジスタには００～０３の値が入れられます。 
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ファイル名がみつからなかった場合にはＡレジスタにはＦＦが入れられます。 

ＦＣＢのディレクトリエリアに書き込んでリターンします。 

ファイルがみつかったときはＡレジスタに００～０３が、みつからなかったときはＦＦが入ってリターンします。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し

てください。 

ファンクション１１をコールする前にセットする必要があるのはＦＣＢ先頭のドライブ№～拡張子までです。 

 

ファイルがみつかった場合にＡレジスタに入れられる００～０３は、そのファイル名情報が、ＤＭＡバッファにコピーされ

たディレクトリエリア（１２８バイト）の何番目にあるかを示しています。 

１２８バイトのディレクトリエリア（１セクタ分）は３２バイトずつ４つに区切られていて、４つのファイル名情報が入れられ

ます。 

 

［参考記事］第６５回（ワンボード）、第１３８回（ワンボード）、第２０４回（ワンボード）、第１１７回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１０ 

＊ＭＦＴＳＴ１０．ＣＯＭの使用例は［第１１７回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１８． ファンクション１２ 次のファイルサーチ 

 

次のファイル名をサーチします。 

  

ＭＶＩ Ｃ，１２ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファンクション１２はファンクション１１または、ファンクション１２を実行して指定したファイル名がみつかったときのディ

レクトリエリアのそのときの位置からスタートして、次の同じファイル名を探します。 

そのこと以外はファンクション１１と同じです。 

 ファンクション１２はそれ以前にファンクション１１が実行されていることが前提になります。 

 ですからＦＣＢアドレスの指定もファンクション１１で行なったものがそのまま引き継がれますから、ＤＥレジスタにＦＣＢ

アドレスの指定は行ないません。 

 

［参考記事］第６５回（ワンボード）、第１３８回（ワンボード）、第２０４回（ワンボード）、第１１７回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１０ 

＊ＭＦＴＳＴ１０．ＣＯＭの使用例は［第１１７回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

１９． ファンクション１３ ファイル削除 

 

ファイルを削除します。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１３ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＤＥレジスタにファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、そのファイルがみつかった場合にはＦＣＢ

のディレクトリエリアに書き込んでリターンします。 

ファイルがみつかったときはＡレジスタに００～０３が、みつからなかったときはＦＦが入ってリターンします。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し

てください。 

ファンクション１３をコールする前にセットする必要があるのはＦＣＢ先頭のドライブ№～拡張子までです。 

 

［参考記事］第５１回（ワンボード）、第１３５回（ワンボード）、第２０１回（ワンボード）、第１１６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ５ 

＊ＭＦＴＳＴ５．ＣＯＭの使用例は［第１１６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２０． ファンクション１４ シーンシャルリード 
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ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１４ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファイルオープン（ファンクション０Ｆ）で指定したのと同じＦＣＢアドレスをＤＥレジスタにセットしてコールすることで、ディ

スクから１レコード（１２８バイト）をＤＭＡバッファに読み込みます。 

最初のコールのときにはＦＣＢエリアの３３バイト目に００をセットします。 

ＦＣＢエリアの３３バイト目はシーケンシャルリードのときに次に読み込むレコード№をセットします。 

１度このファンクションがコールされると、ＦＣＢエリアの３３バイト目の値は＋１されます。 

レコードデータが正常に読み込まれた場合にはＡレジスタに００が入ります。 

エンドオブファイルの場合にはＡレジスタには００以外の値がセットされます。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

ＦＣＢエリアの３３バイト目の値については［第４９回］（ワンボード）で説明をしています。 

 

［参考記事］第４６回（ワンボード）～第４９回（ワンボード）、第１３４回（ワンボード）、第２００回（ワンボード）、第１１５回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ４ 

＊ＭＦＴＳＴ４．ＣＯＭの使用例は［第１１５回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２１． ファンクション１５ シーケンシャルライト 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１５ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファイルオープン（ファンクション０Ｆ、ファンクション１６）で指定したのと同じＦＣＢアドレスをＤＥレジスタにセットしてコ

ールすることで、ＤＭＡバッファの１レコード分のデータ（１２８バイト）がディスクに書き込まれます。 

新規作成をするファイルで、このファンクションを最初にコールするときにはＦＣＢエリアの３３バイト目に００をセットし

ます。 

ＦＣＢエリアの３３バイト目はシーケンシャルリードライトのときに次に書き込むレコード№をセットします。 

１度このファンクションがコールされると、ＦＣＢエリアの３３バイト目の値は＋１されます。 

すでに存在するファイルをファンクション０Ｆでオープンしてこのファンクションを使うと、ＦＣＢエリアの３３バイト目で指

定したレコードが書き換えられます（この場合にはクローズしなくてもディスクの内容は書き換えられてしまうことに注意

してください）。 

レコードデータが正常に書き込まれた場合にはＡレジスタに００が入ります。 

書き込まれなかった場合にはＡレジスタには００以外の値がセットされます。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

ＦＣＢエリアの３３バイト目の値については［第４９回］（ワンボード）で説明をしています。 

 

［参考記事］第５１回（ワンボード）、第１３５回（ワンボード）、第２０１回（ワンボード）、第１１６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ５ 

＊ＭＦＴＳＴ５．ＣＯＭの使用例は［第１１６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２２． ファンクション１６ 新規ファイル作成（新規ファイルのオープン） 

 

新規ファイルをオープンします。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１６ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＤＥレジスタにファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、そのファイル名情報がシステム内のＦＣＢ

エリアに作成されます（まだディスクには書き込まれません）。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し
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てください。 

ファンクション１６をコールする前にセットする必要があるのはＦＣＢ先頭のドライブ№～拡張子までです。 

 

指定したディスクがディスクフルかどうかを確認して、ディスクにまだ作成する余地がある場合にはＡレジスタに００～

０３が、ディスクフルのときはＦＦが入ってリターンします。 

ファンクション１６は指定したファイル名がすでにディスクに存在するかどうかは確認しません。 

すでに存在するファイル名を指定して、このファンクションでファイルを新規オープンして、それをファンクション１０でク

ローズすると同一ディスク上に同じファイル名のファイルが複数作成されてしまいます。 

そのようなことを避けるためにはこのファンクションを実行する前にファイル削除を行なうかファイル名が存在するかど

うかをサーチして確認しておく必要があります。 

 

［参考記事］第５１回（ワンボード）、第１３５回（ワンボード）、第２０１回（ワンボード）、第１１６回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ５ 

＊ＭＦＴＳＴ５．ＣＯＭの使用例は［第１１６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２３． ファンクション１７ ファイル名の変更 

 

ファイル名を変更します。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１７ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＤＥレジスタにファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、ＦＣＢの第１ファイルネームエリアにあるフ

ァイル名でサーチをして、そのファイル名がみつかった場合には、ＦＣＢの第２ファイルネームエリアの名前で置き換えま

す。 

ファイル名がみつかった場合にはＡレジスタに００～０３のいずれかが入ってリターンします。 

みつからなかった場合にはＡレジスタにＦＦが入ってリターンします。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し

てください。 

ファンクション１７では第２パラメータにつけたドライブ名は利用されません（無視されます）。 

 

ファンクション１７は変更後のファイル名がすでにディスクに存在するかどうかは確認しません。 

すでに存在するファイル名を第２パラメータに指定して、このファンクションをコールすると同一ディスク上に同じファイ

ル名のファイルが複数作成されてしまいます。 

そのようなことを避けるためにはこのファンクションを実行する前にファイル削除を行なうかファイル名が存在するかど

うかをサーチして確認しておく必要があります。 

 

［参考記事］第９３回（ワンボード）、第１４４回（ワンボード）、第２１３回（ワンボード）、［第１２２回］（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１４ 

＊ＭＦＴＳＴ１４．ＣＯＭの使用例は［第１２２回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２４． ファンクション１８ ログインベクトルの取り出し 

 

ログインベクトルの値（１６ビット）を取り出します。 

 

ＭＶＩ Ｃ，１８ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＨＬレジスタにログインベクトルの値が入ります。 

ログインベクトルはログインディスクの履歴のようなものです。 

ログインディスクはカレントドライブのことです。 

ＣＰ／Ｍ２．２では最大１６台のディスクを接続することができます。 

ディスクドライブはＡ～Ｐの名前をつけて識別します。 

そしてそのＡドライブ～Ｐドライブをビット０～ビット１５までの各ビットに順に割り当てた１６ビットの値がログインベクト

ルです。 
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あるドライブに１回でもアクセスすると、ログインベクトルの、そのドライブに対応するビットが１になります。 

 

 

 

 

 

 

［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは仮想ディスクドライブＡ～Ｄの４ドライブしか実装していません。またＺドライブにはログイン

ベクトルはありません。 

［参考記事］第９０回（ワンボード）、第１４１回（ワンボード）、第１４２回（ワンボード）、第２０７回（ワンボード）、第２０９回

（ワンボード）、第１１８回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１０５ 

＊ＭＦＴＳＴ１０５．ＣＯＭの使用例は［第１１８回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２５． ファンクション１９ ログインディスク№の取り出し 

 

現在のカレントドライブの№を取り出します。 

 

ＭＶＩ Ｃ，１９ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

Ａレジスタにカレントドライブの№（Ａ＝０１、Ｂ＝０２、…）が入ります。 

ログインディスクはカレントドライブのことです。 

 

［参考記事］第９０回（ＭＹＣＰＵ８０）、第１４１回（ＭＹＣＰＵ８０）、第２０７回（ＭＹＣＰＵ８０）、第１１８回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１０５ 

＊ＭＦＴＳＴ１０５．ＣＯＭの使用例は［第１１８回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２６． ファンクション１Ａ ＤＭＡアドレスのセット 

 

ＤＭＡアドレスを指定します。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＤＭＡアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１７ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

［参考記事］第５６回（ワンボード）、第１３６回（ワンボード）、第２０２回（ワンボード）、第１２０回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ６－３ 

＊ＭＦＴＳＴ６－３．ＣＯＭの使用例は［第１２０回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２７． ファンクション１Ｂ アローケーションアドレスの取り出し 

 

 カレントドライブのアローケーションベクトル（ＡＬＶ）の先頭アドレスを取得します（ＨＬレジスタに入ります）。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，１Ｂ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

アローケーションベクトル（ＡＬＶ）はディスク毎にメモリ上に確保されたエリアで１ビットが１ブロックに対応しています。 

各ディスクは１０２４ブロックで構成されています。 

１ビットが１ブロックに対応しますから、アローケーションベクトル（ＡＬＶ）のエリアは１０２４／８＝１２８バイト必要です。 

このシステムではそのエリアは次のように割り当てられています。 

 

ＥＢ００－ＥＢ７Ｆ Ａドライブ 

ＥＢ８０－ＥＢＦＦ Ｂドライブ 

ＥＣ００－ＥＣ７Ｆ Ｃドライブ 

ＥＣ８０－ＥＣＦＦ Ｄドライブ 

 

このアドレスはＢＩＯＳが管理しているエリアですから、システムによって異なっている可能性があります。 
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そこでこのファンクション１Ｂを使って、その先頭アドレスを取得するのです。 

 

各ＡＬＶエリアはアドレスの若い方から順に、最初のバイトがブロック０－７、次のバイトがブロック８－１５、…というよう

に割り当てられています。 

１バイトの中はビット７が若いブロック№で、ビット６がその次の№、…というように割り当てられています。 

ちなみにこのシステムではファイル名とそのファイルのデータブロックを管理しているディレクトリエリアは各ディスクの

先頭のブロック№０とブロック№１になっています。 

したがってフォーマット直後のディスクのＡＬＶの先頭バイトの値はＣ０（１１００００００）になります。 

 

［参考記事］第９５回（ワンボード）、第１４３回（ワンボード）、第２１０回（ワンボード）、［第１２１回］（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１５ 

＊ＭＦＴＳＴ１５．ＣＯＭの使用例は［第１２１回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

２８． ファンクション１Ｃ ライトプロテクトセット 

 

 カレントドライブにライトプロテクトをかけてリードオンリーにします。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，１Ｃ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

［注記］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではライトプロテクトは働きません。詳しくは第３９４回（ワンボード）を参照してください。 

［参考記事］第９１回（ワンボード）、第１４１回（ワンボード）、第２０７回（ワンボード）、第３９４回（ワンボード）、第１１２回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１１ 

＊ＭＦＴＳＴ１１．ＣＯＭの使用例は［第１１２回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 ライトプロテクトはＭＦＴＳＴ１３（ファンクション０Ｄ）の実行により解除されます。 

 

２９． ファンクション１Ｄ Ｒ／Ｏベクトルの取り出し 

 

 Ｒ／Ｏベクトル（リードオンリーベクトル）の値（１６ビット）を取り出します。 

 

 ＭＶＩ Ｃ，１Ｄ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ＨＬレジスタにＲ／Ｏベクトル（リードオンリーベクトル）の値が入ります。 

 Ｒ／Ｏベクトルはディスクドライブの状態（ライトプロテクトがかかっているかどうか）をドライブにつき１ビットを下のよう

に割り当てたもので、リードオンリーになっているドライブのビットには１が入れられます。 

 

 

 

 

 

［注記１］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではライトプロテクトは働きません。詳しくは第３９４回（ワンボード）を参照してください。 

［注記２］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは仮想ディスクドライブＡ～Ｄの４ドライブしか実装していません。またＺドライブにはＲＯベ

クトルはありません。 

［参考記事］第９１回（ワンボード）、第１４１回（ワンボード）、第２０７回（ワンボード）、第３９４回（ワンボード）、第１１２回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１２ 

＊ＭＦＴＳＴ１２．ＣＯＭの使用例は［第１１２回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３０． ファンクション１Ｅ ファイルアトリビュートセット 

 

ファイルのアトリビュート（属性）を変更します。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，１Ｅ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 
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ファイルの属性とは、ＣＰ／Ｍの場合、そのファイルがＲ／Ｏ（Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ、更新削除禁止）かＲ／Ｗ（読み書き可能）

か、またＳＹＳ（システムファイル）かＤＩＲ（それ以外のファイル）かという区別をファイルに付与することです。 

通常の操作でファイルを作成したときは、そのファイルのアトリビュートはＲ／ＷかつＤＩＲになります。 

その後ファンクションコール１ＥＨによって、それをＲ／ＯやＳＹＳに変更したり、またはＲ／ＯやＳＹＳをＲ／ＷやＤＩＲに

戻したりすることができます。 

ファイルのアトリビュート（属性）はＦＣＢエリアの拡張子（３バイト）のうちの第１バイトと第２バイトのビット７によって決

定されます（［第９７回］（ワンボード）で説明をしています）。 

第１バイトのビット７を１にするとＲ／Ｏになります。 

また第２バイトのビット７を１にするとＳＹＳファイルになります。 

 

［注記］ＣＰ／ＭではＲ／Ｏに指定したファイルは書き換え、削除が禁止されます。またＳＹＳに指定した場合ＤＩＲコマンド

で表示されなくなります。 

しかしＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは利便性を優先したため、ファイルアトリビュートをどのように設定しても、書き換え、削除、

ＤＩＲ表示に影響はあたえません（［第３９４回］（ワンボード）参照）。ただしＣＰ／Ｍユーティリティ（たとえばＰＩＰ）では、フ

ァイルアトリビュートの指定は本来のＣＰ／Ｍでの場合と同じように有効に働きます。 

 

ＤＥレジスタに上記のように拡張子部分を書き換えたファイル名情報のあるＦＣＢアドレスをセットしてコールすると、そ

のファイル名でサーチをして、そのファイル名がみつかった場合には、指定したアトリビュート情報がディスクのそのファ

イル名のＦＣＢエリアに書き込まれます。 

ファイル名がみつかった場合にはＡレジスタに００～０３のいずれかが入ってリターンします。 

みつからなかった場合にはＡレジスタにＦＦが入ってリターンします。 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

Ⅳ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのビルトインコマンドとトランザクションファイル １１．トランザクションファイルの実行 も参照し

てください。 

ファンクション１Ｅをコールする前にセットする必要があるのはＦＣＢ先頭のドライブ№～拡張子までです。 

 

［参考記事］第９７回（ワンボード）、第９９回（ワンボード）、第１４４回（ワンボード）、第２１４回（ワンボード）、第１２２回

（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１７、ＭＦＴＳＴ１０７ 

＊ＭＦＴＳＴ１７．ＣＯＭ、ＭＦＴＳＴ１０７．ＣＯＭの使用例は［第１２２回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３１． ファンクション１Ｆ ディスクパラメータアドレスのセット 

 

ディスクパラメータブロックの先頭アドレスを取得します（ＨＬレジスタに入ります）。 

 

  ＭＶＩ Ｃ，１Ｆ 

  ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ディスクパラメータブロックは１５バイトのエリアで、ディスクの基本的な情報（セクタ数／トラックや総ブロック数など）が

書かれています。 

ディスクパラメータはＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの起動時にＺＢＩＯＳが管理しているエリアからＭＢＤＯＳの管理するエリアにコ

ピーされます。 

ファンクション１Ｆはコピー後のディスクパラメータブロックの先頭アドレスを取得してＨＬレジスタにいれます。 

参考までにＭＢＤＯＳが管理するディスクパラメータブロックのアドレスと中身は次の通りです。 

 

Ｅ９２０ １０００ １トラック（ブロック）当たりのセクタ数。００１０Ｈ＝１６ 

Ｅ９２２ ０４   ブロックシフト№（ＢＩＯＳ内部で計算に使われる 

Ｅ９２３ ０Ｆ   セクタ／ブロック－１ 

Ｅ９２４ ００   このシステムでは使いません 

Ｅ９２５ ＦＦ０３ ディスクサイズ（総ブロック数－１） ０３ＦＦＨ＝１０２３ 

Ｅ９２７ ７Ｆ００ ディレクトリサイズ（管理できる最大ファイル名数－１） ００７ＦＨ＝１２７ 

Ｅ９２９ Ｃ０００ ＡＬＶの先頭２バイトに置かれているディレクトリブロックの配置 

Ｅ９２Ｂ ００００ このシステムでは使いません 

Ｅ９２Ｄ ００００ オフセット。使用可能な最初のデータブロックの位置 

 

［参考記事］第９６回（ワンボード）、第１４３回（ワンボード）、第２１２回（ワンボード）、第１２１回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１６ 
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＊ＭＦＴＳＴ１６．ＣＯＭの使用例は［第１２１回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３２． ファンクション２０ ユーザーコードのセット 

 

 複数の人でディスクを共用するための機能です。 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは扱いません。 

 

３３． ファンクション２１ ランダムリード 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，２１ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファイルオープン（ファンクション０Ｆ、ファンクション１６）で指定したのと同じＦＣＢアドレスをＤＥレジスタにセットしてコ

ールすることで、ＦＣＢの３４、３５バイト目で示されるランダムレコード番号のセクタのデータ（１２８バイト）がＤＭＡバッフ

ァに読み出されます（ＦＣＢの３６バイト目は必ず００にしておきます）。 

シーケンシャルリード、シーケンシャルライトと異なり、ＦＣＢエリアの３４、３５バイト目はファンクションコール後も＋１さ

れません。 

レコードデータが正常に読み出された場合にはＡレジスタに００が入ります。 

エラーが発生した場合にはＡレジスタに下記のコードが入ります。 

 

０１ ディレクトリに登録されていないブロックを指定した 

０３ このエクステントをクローズできない（意味不明） 

０４ 登録されていないエクステントを指定した 

０６ レコード№がアクセスできる範囲を超えている 

 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ９．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

ＦＣＢエリアの３４～３６バイト目の値については［第１０２回］（ワンボード）で説明をしています。 

またランダムアクセスファイルのＦＣＢエリアについては［第２２１回］（ワンボード）でも説明をしています。 

 

［参考記事］第１０８回（ワンボード）、第２２５回（ワンボード）、第３９４回（ワンボード）、第１２４回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２１ 

＊ＭＦＴＳＴ２１．ＣＯＭの使用例は［第１２４回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

ユーザーの便を考えてレコード番号表ファイル作成プログラム（ＭＲＡＦＴＤＯＴ．ＣＯＭ））も作成しました。 

 このテストよりも前に次のファンクション２２（ランダムライト）のテストを行なってランダムアクセスファイルを作成してくだ

さい。 

 

３４． ファンクション２２ ランダムライト 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，２２ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ファイルオープン（ファンクション０Ｆ、ファンクション１６）で指定したのと同じＦＣＢアドレスをＤＥレジスタにセットしてコ

ールすることで、ＤＭＡバッファの１レコード分のデータ（１２８バイト）が、ＦＣＢの３４、３５バイト目で示されるランダムレコ

ード番号のセクタに書き込まれます（ＦＣＢの３６バイト目は必ず００にしておきます）。 

シーケンシャルリード、シーケンシャルライトと異なり、ＦＣＢエリアの３４、３５バイト目はファンクションコール後も＋１さ

れません。 

すでにデータが存在するランダムレコードに対してこのファンクションを使うと、指定したレコードナンバーのセクタが書

き換えられます（クローズしなくてもディスクの内容は書き換えられてしまうことに注意してください）。 

しかし最後にクローズは必要です。 

レコードデータが正常に読み込まれた場合にはＡレジスタに００が入ります。 

エラーが発生した場合にはＡレジスタに下記のコードが入ります。 

 

０２ ディスクに空きがなくなった 

０３ このエクステントをクローズできない（意味不明） 

０５ ディレクトリに空きがなくなった 
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０６ レコード№がアクセスできる範囲を超えている 

 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ７．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

ＦＣＢエリアの３４～３６バイト目の値については［第１０２回］（ワンボード）で説明をしています。 

またランダムアクセスファイルのＦＣＢエリアについては［第２２１回］（ワンボード）でも説明をしています。 

 

［参考記事］第１０２回（ワンボード）、第１４５回（ワンボード）、第２１６回（ワンボード）～第２２４回（ワンボード）、第３９３

回（ワンボード）、第１２３回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２０Ｂ 

＊ＭＦＴＳＴ２０Ｂ．ＣＯＭの使用例は［第１２３回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

ユーザーの便を考えてレコード番号表作成プログラム（ＲＡＦＴＤＯＵＴ．ＢＩＮ）も作成しました。 

 

３５． ファンクション２３ ファイルサイズの計算 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，２２ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

ＦＣＢに指定したファイルのサイズ（レコード数）がＦＣＢエリアの第３４、３５バイト目に入れられます。 

ただしランダムアクセスファイルについてはそのファイルの現在の最大のレコード№＋１が入れられます。 

 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ７．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

 

［参考記事］第１０９回（ワンボード）、第１４８回（ワンボード）、第２２６回（ワンボード）、第１２５回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２２ 

＊ＭＦＴＳＴ２２．ＣＯＭの使用例は［第１２５回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３６． ファンクション２４ ランダムレコードアクセスポインタの更新 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，２２ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

シーケンシャルファイルをシーケンシャルリード、ライトしていて、その途中でファンクション２４をコールすると、最後に

シーケンシャルアクセスしたレコード№＋１のレコード№がＦＣＢの第３４～３６バイト目に入れられます（第３６バイト目は

常に００）。 

このファンクションを実行したあとでランダムリード（ファンクション２１）やランダムライト（ファンクション２２）を実行する

と、そのレコード№にランダムアクセスすることができます。 

 

ＦＣＢエリアについては［第４７回］（ワンボード）で説明をしています。 

またⅢ ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの基本情報 ７．００００～００ＦＦの内容 でも説明をしています。 

 

［参考記事］第１１１回（ワンボード）、第１４９回（ワンボード）、第２３３回（ワンボード）～第２３６回（ワンボード）、第１２９

回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２５ 

＊ＭＦＴＳＴ２５．ＣＯＭの使用例は［第１２９回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３７． ファンクション２５ ディスクドライブのリセット 

 

 指定するディスクドライブをリセットします（複数指定可）。 

 

 ＬＸＩ Ｄ，＄ｘｘｘｘ （ディスクベクトルの値） 

 ＭＶＩ Ｃ，２５ 

 ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 Ａ～Ｐの１６台のディスクドライブを１６ビットの値に１ドライブを１ビットとして割り当て（下の図）、そのうちリセットしたい
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ドライブに対応するビットのみ１にします。 

そのようにして作成した１６ビットの値をＤＥレジスタにセットしてファンクション２５をコールすると、指定したドライブがリ

セットされログインベクトル、Ｒ／Ｏベクトルのそれぞれ同じ位置のビットが０になります。 

ログインディスクは、２４．ファンクション１８ ログインベクトルの取り出し を参照してください。またＲ／Ｏベクトルは、 

２９．ファンクション１Ｄ Ｒ／Ｏベクトルの取り出し を参照してください。 

 

 

 

 

 

［注記１］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳではライトプロテクトは働きません。詳しくは第３９４回（ワンボード）を参照してください。 

［注記２］ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは仮想ディスクドライブＡ～Ｄの４ドライブしか実装していません。またＺドライブにはログイ

ンベクトル、ＲＯベクトルはありません。 

［参考記事］第１００回（ワンボード）、第１４２回（ワンボード）、第２０９回（ワンボード）、第３９４回（ワンボード）、第１１９

回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ１８、ＭＦＴＳＴ１９ 

＊ＭＦＴＳＴ１８．ＣＯＭ、ＭＦＴＳＴ１９．ＣＯＭの使用例は［第１１９回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

 

３８． ファンクション２６ 未定義 

 

３９． ファンクション２７ 未定義 

 

４０． ファンクション２８ ゼロファイルを伴うランダムライト 

  

基本的な動作は ファンクション２２（ランダムライト） と同じです。 

 

ＬＸＩ Ｄ，＄ＸＸＸＸ （ＦＣＢアドレス）  

ＭＶＩ Ｃ，２８ 

ＣＡＬＬ ＄０００５ 

 

 ファンクション２２は指定したレコード№によって示されるセクタにＤＭＡバッファのデータを書き込むだけですが、ファン

クション２８は、さらにそのレコードが含まれるブロックに未使用のセクタが残っている場合にはそのセクタをすべて００で

埋めます。 

それ以外は ファンクション２２（ランダムライト） と同じです。 

 

［参考記事］第１０２回（ワンボード）、第１１０回（ワンボード）、第２３２回（ワンボード）、第３９５回（ワンボード）、第１２６

回（ＭＹＣＰＵ８０） 

［サンプルプログラム］ＭＦＴＳＴ２０Ｃ 

＊ＭＦＴＳＴ２０Ｃ．ＣＯＭの使用例は［第１２６回］（ＭＹＣＰＵ８０）にあります。 

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

P O N M L K J I H G F E D C B A 
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Ⅵ エラーコード 

 

コマンドの実行中にエラーが発生すると、エラーメッセージが表示されるほか、エラーによっては ｅｒｒ に続けてアル

ファベット１文字が表示されることがあります。 

その意味は下記の通りです。 

  

Ａ ファイルがみつからない。指定されたディスクに指定した名前のファイルがない。 

Ｂ このコマンドではワイルドカードは使えない。 

Ｃ ファイルをＲＥＡＤ中にエラーが発生した。 

Ｄ ＳＡＶＥコマンドでファイルサイズ（第１パラメータ）が指定されていない。 

Ｅ パラメータの区切りがスペースでない。 

Ｆ ディレクトリエリアに空きがない。ファイル名が１２７を越えた。またはファイルにプロテクトがかかっていて削除できな

い。 

Ｇ ファイルをＷＲＩＴＥ中にエラーが発生した。 

Ｈ ファイルがクローズできない。 

Ｍ ユーザープログラムをＬＯＡＤ中にエラーが発生した。 
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Ⅶ Ｎ８ＢＩＯＳサブルーチン 

 

ＢＩＯＳはＢａｓｉｃ Ｉｎｐｕｔ Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｙｓｔｅｍの略です。 

その名からもわかるように、基本的なＩ／Ｏアクセスのためのシステムプログラムです。 

ＣＰ／Ｍは異なるマシンの上で同じソフトウェアを実行するためのＯＳ（オペーレーションシステム）ですが、ＢＩＯＳはそ

の下層にあって、異なる機能や働きをするマシンを共通の土台であるＣＰ／Ｍ ＯＳとつなぐ役割をしています。 

ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳのＮ８ＢＩＯＳはＣＰ／ＭのＢＩＯＳとエントリアドレスおよび動作が同じになるようにした基本的なＩ／Ｏ

アクセスサブルーチンです。 

Ｎ８ＢＩＯＳのサブルーチンはファンクションコールと同じようにユーザープログラム内でコールして使うことができます

が、ファンクションコールに比べると、よりマシンに近い原始的な働きをします。 

いわば上級者向きで、通常は直接コールして使われることは少ないですが、参考までに以下に簡単に説明をします。 

なおファンクションコールはＣレジスタにファンクション№を入れて、０００５番地をコールして使いますが、Ｎ８ＢＩＯＳの

サブルーチンはアドレスを直接コールします。 

以下の説明では最初にサブルーチンのアドレス、次にその働きを、最後にコール前にセットするレジスタの値とコール

後に得られるレジスタの値について示します。 

 

０） Ｅ２００  コールドブート 

 

システムが再起動されます。ユーザーが直接使ってはいけません。 

 

１） Ｅ２０３  ウォームブート 

  

Ｎ８ＢＩＯＳ以外のシステム（ＭＣＣＰ、ＭＢＤＯＳ）が再ロードされ、システムが初期リセットされます。 

このルーチンもユーザーが直接使ってはいけません。 

 

２） Ｅ２０６  コンソールステータス 

 

キーボードの状態をセンスします。 

キーが押されていないときはＡレジスタに００が入ります。 

押されていないときはＡレジスタにＦＦが入ります。 

 

３） Ｅ２０９  コンソール入力 

 

キーボードが押されるまで待って、押されるとそのキーの文字コードをＡレジスタに入れてリターンします。 

 

４） Ｅ２０Ｃ  コンソール出力 

 

Ｃレジスタに入れた文字コードに対応する文字が画面に表示されます。 

 

５） Ｅ２０Ｆ  リスト出力 

 

Ｃレジスタに入れた文字コードに対応する文字がプリンタに出力されます。 

プリンタがノットレディのときはレディになるまでリターンしません。 

 

６） Ｅ２１２  ２３２Ｃ出力 

 

Ｃレジスタに入れた文字コードに対応する文字がＲＳ２３２Ｃポートに出力されます。 

ＲＳ２３２Ｃポートがノットレディのときはレディになるまでリターンしません。 

 

７） Ｅ２１５  ２３２Ｃ入力 

 

 ＲＳ２３２Ｃポートから受信した文字コードをＡレジスタに入れてリターンします。 

 受信データが無いか、またはノットレディのときは受信するまでリターンしません。 

 

８） Ｅ２１８  ホームポジションシーク 

 

 カレントディスクドライブがホームポジション（トラック０セクタ０）にセットされます。 
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９） Ｅ２１Ｂ  セレクトドライブ 

 

 Ｃレジスタの値に対応するディスクドライブが選択されます（Ａ＝００、Ｂ＝０１、…）。 

  

１０） Ｅ２１Ｅ  セットトラック 

 

 ＢＣレジスタの値によって示されるトラック（ブロック）が選択されます。 

 

１１） Ｅ２２１  セットセクタ 

 

 ＢＣレジスタの値によって示されるセクタが選択されます。 

 

１２） Ｅ２２４  ＤＭＡアドレスセット 

 

 ＢＣレジスタの値によって示されるアドレスがセクタがＤＭＡバッファのアドレスになります。 

 

１３） Ｅ２２７  セクタリード 

 

 選択されているトラック（ブロック）、セクタのデータがＤＭＡバッファに読み込まれます。 

 正常終了ならＡレジスタに００が入ってリターンします。 

 異常終了ならＡレジスタに０１が入ってリターンします。 

 

１４） Ｅ２２Ａ  セクタライト 

 

選択されているトラック（ブロック）、セクタにＤＭＡバッファのデータが書き込まれます。 

正常終了ならＡレジスタに００が入ってリターンします。 

異常終了ならＡレジスタに０１が入ってリターンします。 

 

１５） Ｅ２２Ｄ  プリンタステータス 

 

 プリンタノットレディならＡレジスタに００が入ってリターンします。 

 レディならＡレジスタにＦＦが入ってリターンします。 

 

１６） Ｅ２３０  セクタトランスレート 

 

 ＣＰ／Ｍではこのルーチンはフロッピーディスクのスキューを考慮した論理セクタ№から物理セクタ№への変換（ＢＣレ

ジスタ→ＨＬレジスタ）ですが、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳでは意味がありません。 

 ＨＬにＢＣの値をそのまま入れてリターンします。 
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Ⅷ ＣＰ／Ｍアプリケーションソフト（参考） 

 

 ＣＰ／Ｍの上で動作するアプリケーションソフトは非常にたくさんあります。 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳは基本的な部分ではＣＰ／Ｍと同じ動作をするようになっているはずですから、それらのアプリケー

ションも原則的には、ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの上でも動作するはずです。 

 しかしソフトウェアの中には特定の機種や機能に依存するものなどもあって、全てのＣＰ／Ｍソフトウェアが動作すると

いう保証はありません。 

 またＣＰ／Ｍにもいろいろなバージョンがあって、その特定のバージョンに依存するソフトウェアのなかにはＣＰ／Ｍ互

換ＤＯＳでは動かないものも出てきます。 

 ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳはＣＰ／Ｍ２．２（５８ＫＢ版）に準拠しています。 

 

参考までにこれまで当社がＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳの上で基本的な動作が確認できたアプリケーションを紹介します。 

いずれも動作確認を行なった２０１２年時点でインターネットからダウンロードしたものです。 

以下にそのダウンロードサイトの情報も紹介しますが、サイトによってはその後に閉鎖されたりダウンロードができなく

なる可能性もあります。以下の情報は当社がダウンロードを行なった時点のものです。 

 

［注記］著作権について 

 多くのソフトウェアには著作権があります。現在のところここで紹介するものはソフトウェアに関する著作権が確立する

以前のもので、その権利はあいまいですが、著作権フリーということではありません。 

ここで紹介するソフトについて当社はなんらの保証を与えるものではありません。 

ダウンロードにあたってはあくまで個人の責任においておこなってください。 

 

１） ＭＢＡＳＩＣ（ＢＡＳＩＣ－８０） 

 

ダウンロードサイトは http://www.retroarchive.org/cpm/lang/lang.htm です。 

［第１５７回］（ワンボード）に上記サイトへのリンクがあります。 

ページの中ほどの Ｍｂａｓｉｃ．ｃｏｍをクリックするとＭｂａｓｉｃ．ｃｏｍ（Ｖ５．２１）がダウンロードできます。 

［第１３９回］（ＭＹＣＰＵ８０）［第１４０回］（ＭＹＣＰＵ８０）を参考にしてください。 

 

ＭＢＡＳＩＣ［Ｅｎｔｅｒ］で起動できます。 

ＭＢＡＳＩＣを終了してＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳに戻るには 

ＳＹＳＴＥＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力します。 

ユーザープログラムは 

ＬＯＡＤ ”ファイル名（．拡張子）”［Ｅｎｔｅｒ］ 

で仮想ＦＤＤからＬＯＡＤできます。 

プログラムをＳＡＶＥするときは 

ＳＡＶＥ ”ファイル名（．拡張子）”，Ａ［Ｅｎｔｅｒ］ 

と入力します。 

拡張子を省略した場合はＢＡＳという拡張子が自動的に付加されます。 

ＳＡＶＥのときにパラメータ（，Ａ）をつけると、拡張子はＢＡＳですが中身はＴＸＴファイルになります。 

，Ａを省略するとＭＢＡＳＩＣの内部コードでセーブされるため、テキストエディタで開くことができません。 

 

［注意］ＺＢ３ＢＡＳＩＣやＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳはＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ時のファイル名は小文字でも通りますが、ＭＢＡＳＩＣではフ

ァイル名に限り大文字を使います。 

 コマンドやプログラム中の命令は小文字でも構いません。 

  

ＭＢＡＳＩＣのユーザープログラムの実行を中止するときは［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］を入力します。 

 

ＭＢＡＳＩＣ ＭＡＮＵＡＬ（英文） 

http://www.classiccmp.org/cini/pdf/Microsoft/mbasic.pdf 

 

［参考記事］第１９１回（ワンボード）（上記サイトへのリンクがあります） 

 

２） ＳＴＡＲＴＲＥＫ 

 

ＭＢＡＳＩＣ用ＳＴＡＲＴＲＥＫプログラムです。 

［第１０回］（ＭＹＣＰＵ８０）でダウンロード先について説明をしています。 
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こちらでダウンロードしたものを解凍して付属ＣＤＲＯＭのＺフォルダに入れてあります。 

ＳＴＡＲＴＲＥＫ．ＢＡＳとＴＲＥＫＩＮＳＴ．ＢＡＳです。 

ＭＢＡＳＩＣ用のＳＴＡＲＴＲＥＫはＭＢＡＳＩＣがないと使えません。先にＭＢＡＳＩＣを入手してください。 

ＺフォルダのＳＴＡＲＴＲＥＫ．ＢＡＳとＴＲＥＫＩＮＳＴ．ＢＡＳをＭＢＡＳＩＣと同じ仮想ＦＤＤにコピーしてください。 

ＭＢＡＳＩＣを起動後 

ＬＯＡＤ ”ＳＴＡＲＴＲＥＫ”［Ｅｎｔｅｒ］ 

でロードします（ファイル名等の入力は小文字は不可）。 

ＲＵＮ［Ｅｎｔｅｒ］ 

でゲームが開始されます。 

具体的な操作については［第３７６回］（ワンボード）～［第３８９回］（ワンボード）を参照してください。 

ＺＢ３ＢＡＳＩＣ用ＳＴＡＲＴＲＥＫの実行例ですが使い方は同じです。 

 

３） ＦＯＲＴＲＡＮ８０ 

 

ＭＢＡＳＩＣと同じくＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＣＰ／Ｍ用ＦＯＲＴＲＡＮです。 

ダウンロードサイトは http://www.retroarchive.org/lang/lang.htm です。 

Ｍｂａｓｉｃ．ｃｏｍの５行くらい下のＦ８０．ＺＩＰをクリックするとＦＯＲＴＲＡＮ８０とその関連ファイルの圧縮ファイルがダウ

ンロードできます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７ではダウンロード後自動的に解凍されますが、ＯＳによっては解凍ツールなどで解凍する必要がありま

す。 

そのうちのＦ８０．ＣＯＭ、Ｌ８０．ＣＯＭ、ＦＯＲＬＩＢ．ＲＥＬをＺＢ３ＤＯＳフォルダ内のＺフォルダにコピーしてください。 

Ｚフォルダは最初に／ＣＰＭコマンドを実行したときに自動で生成されます。 

そのままＺフォルダで使うかＡ～Ｄ仮想ドライブにコピーして使用します。 

具体的な使い方については［第１６８回］（ワンボード）～［第１７３回］（ワンボード）を参考にしてください。 

 

ＦＯＲＴＲＡＮ８０ ＭＡＮＵＡＬ（英文） 

http://bitsavers.trailing-edge.com/pdf/microsoft/cpm/Microsoft_FORTRAN-80_Ver3.4_Users_Manual_Nov80.pdf 

 

［参考記事］第１９１回（ワンボード）（上記サイトへのリンクがあります） 

 

４） ＭＡＣＲＯ８０ 

 

ＭＢＡＳＩＣと同じくＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＣＰ／Ｍ用アセンブラです。 

ＦＯＲＴＲＡＮ８０と同じ圧縮ファイルＦ８０．ＺＩＰに入っています。 

Ｍ８０．ＣＯＭとＬ８０．ＣＯＭをＺＢ３ＤＯＳフォルダ内のＺフォルダにコピーしてください（もし先にＦＯＲＴＲＡＭ８０関係の

ファイルをコピーしていたら、追加でコピーするのはＭ８０．ＣＯＭだけです）。 

Ｚフォルダは最初に／ＣＰＭコマンドを実行したときに自動で生成されます。 

そのままＺフォルダで使うかＡ～Ｄ仮想ドライブにコピーして使用します。 

具体的な使い方については［第１８９回］（ワンボード）～［第１９５回］（ワンボード）を参考にしてください。 

 

ＭＡＣＲＯ８０ ＭＡＮＵＡＬ（英文） 

http://www.retroarchive.org/cpm/lang/MACRO-80.PDF 

 

［参考記事］第１９１回（ワンボード）（上記サイトへのリンクがあります） 
 

５） Ｗｏｒｄｓｔａｒ 

 

Ｍｉｃｒｏｐｒｏ社のＣＰ／Ｍ用ワープロソフトです。 

ダウンロードサイトは http://www.retroarchive.org/cpm/text/text.htm です。 
上から８行目、ＷｏｒｄＳｔａｒ ３．３ ｆｏｒ ＣＰ／Ｍ－８０／Ｋａｙｐｒｏの前のリンクをクリックすると圧縮

ファイルをダウンロードできます（その何行か下にもＷｏｒｄＳｔａｒ ３．０がありますが、こちらはＯＶＥＲＬＡＹ Ｅ

ＲＲＯＲが発生します）。 

ファイルを解凍して、その中のＷＳ．ＣＯＭとＷＳＭＳＧＳ．ＯＶＲとＷＳＯＶＬＹ１．ＯＶＲをＺフォルダにコピーしま

す。 

そのあとＡ～Ｄのいずれかの仮想ドライブにコピーします。 

具体的な使い方については［第３９８回］（ワンボード）を参考にしてください。 

 

ＷｏｒｄＳｔａｒ３．３ Ｒｅｆｅｒｒｅｎｃｅ Ｍａｎｕａｌ（英文） 
http://bitsavers.trailing-edge.com/pdf/microPro/Wordstar_3.3/Wordstar_3.3_Reference_Manual_1983.pdf 
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［参考記事］第４００回（ワンボード）（上記サイトへのリンクがあります） 
 

６） ＣＯＢＯＬ－８０ 

 

ＭＢＡＳＩＣと同じくＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＣＰ／Ｍ用ＣＯＢＯＬです。 

ダウンロードサイトは http://www.retroarchive.org/lang/lang.htm です。 

Ｆ８０．ＺＩＰの下のＭＳＣＯＢＯＬ．ＺＩＰをクリックするとＣＯＢＯＬ－８０とその関連ファイルの圧縮ファイルがダウンロード

できます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７ではダウンロード後自動的に解凍されますが、ＯＳによっては解凍ツールなどで解凍する必要がありま

す。 

ＣＯＢＯＬ－８０については使い方は詳しく調べていません。 

［第４２９回］（ワンボード）～［第４３１回］（ワンボード）を参考にしてください。 

 

ＣＯＢＯＬ－８０ ＭＡＮＵＡＬ（英文） 

http://bitsavers.informatik.uni-stuttgart.de/pdf/microsoft/cpm/Microsoft_COBOL-80_1978.pdf 

 

［参考記事］第４２９回（ワンボード）（上記サイトへのリンクがあります） 
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ＩＸ エスケープシーケンス 

 

 エスケープシーケンスはＥＳＣコード（１ＢＨ）に続けて１個以上のコードを記述することで、特殊な画面制御を行なうもの

です。 

 もともとディスプレイ装置などの端末側に実装されていた機能ですから、オリジナルのＣＰ／Ｍにはエスケープシーケン

スの機能はありません。 

 しかしＣＰ／Ｍ用のアプリケーションソフトの中には特定の表示端末を想定したエスケープシーケンスを利用しているも

のがあって、それらのソフトは利用しているエスケープシーケンスがないと期待通りには動いてくれないことがわかってき

ました。 

 エスケープシーケンスは機種によって異なっている機能も多いようですが、標準的なものもいくつか知られています。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥのＭＳＤＯＳプロンプトでは標準的なエスケープシーケンスが使えることが確認できました。 

 しかしＷｉｎｄｏｗｓＸＰ以後のＷｉｎｄｏｗｓＯＳではその機能はなくなってしまったようです。 

 そのあたりのことについては「ワンボードマイコンでＣＰ／Ｍを！」［第４２５回］を参照願います。 

 ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ以後のＯＳではエスケープシーケンスが使えないことがわかりましたので、このままではせっかくＣＰ／Ｍ

互換ＤＯＳを作っても、アプリケーションのなかにはエスケープシーケンスに対応していないために、使うことが出来ない

というものがでてきてしまいます。 

 とはいえとてもその全てに対応することはできませんが、ＮＤ８０ＺⅢ用のＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）をご購入いた

だいたお客様から情報をいただいていくつかのエスケープシーケンスを、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のプログラム（ＭＺＢ３ＤＯＳ．ＥＸ

Ｅ）に組み込みました。 

 以下はその一覧です。 

 この機能はＷｉｎｄｏｗｓ側のプログラムに組み込んでありますから、ＺＢ３ＤＯＳ（ＣＰ／Ｍ互換ＤＯＳ）だけではなくてＺＢ３

ＢＡＳＩＣでも使うことができます。 

 エスケープシーケンスの使用例は「ＭＹＣＰＵ８０でＣＰ／Ｍを」［第１３０回］［第１３１回］にありますので参照してくださ

い。 

 

（１）ＥＳＣ＝ＹＸ  

カーソルを左上隅を（０，０）とするとき座標（ｙ，ｘ）に移動する。ただしＹ＝ｙ＋２０Ｈ、Ｘ＝ｘ＋２０Ｈの文字コードの文字で

示す。 

たとえば（５，８）なら 

ＥＳＣ＝％（ 

になる。％＝２５Ｈ、（＝２８Ｈ。 

 

（２）ＥＳＣ［２Ｊ  画面クリア 

 

（３） 

ＥＳＣ［３０ｍ  文字色を黒に指定 

ＥＳＣ［３１ｍ  文字色を赤に指定 

ＥＳＣ［３２ｍ  文字色を緑に指定 

ＥＳＣ［３３ｍ  文字色を黄に指定 

ＥＳＣ［３４ｍ  文字色を青に指定 

ＥＳＣ［３５ｍ  文字色をマゼンタに指定 

ＥＳＣ［３６ｍ  文字色をシアンに指定 

ＥＳＣ［３７ｍ  文字色を白に指定 

ＥＳＣ［３９ｍ  文字色を標準色に戻す 

 

ＥＳＣ［４０ｍ  背景色を黒に指定 

ＥＳＣ［４１ｍ  背景色を赤に指定 

ＥＳＣ［４２ｍ  背景色を緑に指定 

ＥＳＣ［４３ｍ  背景色を黄に指定 

ＥＳＣ［４４ｍ  背景色を青に指定 

ＥＳＣ［４５ｍ  背景色をマゼンタに指定 

ＥＳＣ［４６ｍ  背景色をシアンに指定 

ＥＳＣ［４７ｍ  背景色を白に指定 

ＥＳＣ［４９ｍ  背景色を標準色に戻す 

 

（４） 

ＥＳＣ［Ｋ   カーソル位置から行末までをクリア 

ＥＳＣ［ｎＡ  カーソルを上にｎ行移動 
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ＥＳＣ［ｎＢ  カーソルを下にｎ行移動 

ＥＳＣ［ｎＣ  カーソルを右にｎ桁移動 

ＥＳＣ［ｎＤ  カーソルを左にｎ桁移動 

 

（５） 

ＥＳＣ［０ｍ  文字修飾をもとに戻す 

ＥＳＣ［１ｍ ～ ＥＳＣ［７ｍ 文字の色指定を明るい白にする 

 

（６） 

ＥＳＣ［ｙｙ；ｘｘＨ 

ｙｙは０１～２５で行位置を指定 

ｘｘは０１～８０で桁位置を指定 
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［ｍｅｍｏ］ 


